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　鷲わし尾お須す美みは毎朝５時に起床すると、裏庭の井戸へ行く。

そこの水で身を清めるのが日課だった。

冷たいが、心身は引き締まる。

その後は、徒歩で数十分の神社に赴き、祈りを捧げる。

境内の階段にいる猫とは仲良しだ。

心の中で勝手に名前までつけている。

帰宅してからは、朝食の準備をする。

料理をする事が、彼女は好きだった。

「朝は、お米を食べないと気がすみません」

そんな事を呟きながら、慣れた手つきで包丁を使う。

鷲尾家の両親は、朝が洋食派だ。

それが娘の須美としては我慢できない。

己が、米と味噌汁こそ至高の朝食という主義だから。

親の作るものに不満があるなら、自分自身で責任を持って朝食を作る。

真面目な彼女が出した明快な方針だった。

今では両親も、須美の作る朝食を楽しみにしている。

洋食派から和食派に好みを塗り替えるという彼女の作戦は、見事に成功しつつあった。

「ご馳走様でした」

朝食を終えて、登校準備を済ませれば、後はいつものように通学するだけだ。




　神しん樹じゅ館かん六年一組。──それが須美が通う学舎とクラスの名前である。

なんといっても世界の全てである〝神樹〟の名前がついている学校なので、格式が高い。

校舎の造りは、普通の小学校とかわらないが警備は厳重で、衛生管理なども隅々まで行き届いている。

「こんにちは」

落ち着いた声で挨拶をして、須美はクラスに入る。

「鷲尾ちゃん、こんにちは」

「こんにちはー」

同級生も育ちと品がよく、しっかりと挨拶を返してくれた。

須美は、クラスメート達が好きだった。

男女とも、分け隔て無く話している。

想い人はいないが、充実した学校生活だ。

……とはいえ優等生の須美といえども人の子。

三十人いるクラスメート達の中で、どうしても苦手な方に分類してしまう人物が、二名ほどいた……いずれも女子だ。




　その一人は、今まさに須美の隣の席で、突っ伏していた。

「Ｚｚｚ……むにゃむにゃ……私のベーコン」

爽やかな朝だというのに、級友は寝ている。

これは須美にいわせれば、惰眠を貪っていると表現できてしまう。

（……で。でも。朝眠い時だってあるし……仕方ないこと……）

須美は、そうやって自分に言い聞かせた。

クラスメートの挙動にケチをつけたいわけではないのだ。

細かい事に目くじらを立ててしまいそうな己を、須美は恥じた。

自分をこういう気持ちにさせるから、隣で寝ている級友は、苦手なのだ。

その級友の体がビクンと動く。





[image: ]






「あわわっ、お母さんごめんなさい！」

そんな事を叫びながら、彼女はいきなり立ち上がった。

しーんとなるクラス。

「……はれぇ？　家じゃない〜……？」

寝ぼけながらの独り言。

「ここは教室で、朝の学活前よ、乃木さん」

須美が冷静に突っ込みをいれると……。

途端にクラスがどっ、と笑いに満ちた。

「あわわわ……」

皆から爆笑をもらった隣の子は、顔を真っ赤にして席についた。

上品な顔立ちに似合わぬ、ドジッ娘っぷりを見せつけた彼女は乃の木ぎ園その子こ。

この国を支える組織・〝大赦〟の中でも、大きな発言力を持つ乃木家の威厳からは想像もできないほど、彼女は常時、ぽやーっ、としていた。

「あぁ……やっちゃったなぁ〜」

照れ笑いを浮かべている園子を、チラチラと見る須美。

その視線に、園子が気付いた。




「すみすけ、おはよ〜」

気の抜けたような声で挨拶される。

「ごほん。おはよう、乃木さん」

須美は、きちんと挨拶を返した。

とにもかくにも、挨拶は大事だ。

挨拶をしないと、神樹様に怒られる。

そう言い聞かされて、子供達は育っている。




「ねぇ乃木さん、私、別にすみすけってあだ名じゃないんだけれど」

「あ、シオスミの方が良かったかな〜」

「そういうことではなく……」

「私の事も乃木さんじゃなくて、自由に呼んでいいよ。ノギーとかさ〜」




「……あまり英文字っぽい響きは…」

園子は、平和そうにニコニコ笑っている。

変なあだ名をつけてくるのも、善意１００％なのだろう。

だからこそ扱いに困る。

……こんな平和な彼女が日常にいる分には全然問題ではない。

須美が園子を苦手としている理由のもう一つとしては、そんな乃木園子が、自分と同じ、ある〝お役目〟に就いているからだった。




　園子の天然系な性格で、神聖なるお役目が果たせるのか、不安になってしまう。

そうこうしているうちに、担任の先生が教室にやってきた。

担任は二十代半ばの凜とした女性で、普段は厳しくて子供達から恐れられているが、生徒想いである事は教え子達にも伝わっているので、嫌われてはいなかった。

日常の行事である朝の学活がはじまる。

今まさに日直が号令をかけようとした時…。

「はざーすっ！　ま、間に合った！」

生徒の一人が、教師の後で駆け込んできた。

「三ノ輪さん、間に合っていません」




　三ノ輪と呼ばれた少女が、ばん、と軽く出席簿で頭を叩かれた。

担任教師が生徒を注意するクセだ。

時代が時代なら、体罰問題に発展しかねない行為だが、今は全く問題は無かった。

この時代は、過度で無ければ、体罰は許されている。

クラスの皆が、またドッと笑う。

三ノ輪と呼ばれた少女は足早に自分の席に戻っていった。

三ノ輪の席は須美とは少し離れている。

着席した三ノ輪は、すぐに周囲の級友に話しかけられていた。

「ねぇ、なんでギンちゃん遅れたの？」

「６年生にもなると色々あるんさ」

「えー何それ」

彼女の座った周囲が、ぱぁっと華やいだ。

これが、三みノの輪わ銀ぎんという少女が持っている、底抜けた快活さという魅力。




「アウッ、まずい教科書忘れた」

「あははギンちゃん何しにガッコきてるの」
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……底抜けるにしても底抜けすぎではないか、と須美は常々思う。

いい加減な感じに見えてしまうのだ。

ただのクラスメートなら、それでもいい。

むしろ好ましく思える陽気さだったろう。




　しかし三ノ輪銀は自分や乃木と同じく大事な大事なお役目についている、三人の内の一人。

三ノ輪家も乃木家と同じく大赦で大きな発言力があるのだから、そこらへんの自覚を持って欲しかった。

アクシデントがあったものの、気を取り直して日直が号令をかける。




「起立」

生徒達が立つ。

「礼」

生徒達が礼をする。

「拝」

生徒達が、礼をしたまま手をあわせる。

「神樹様のおかげで今日の私達が在ります」

感謝の言葉を神樹様に捧げる。

「着席」

ここでようやく生徒達は着席となる。




　一週間の時間割で、道徳と神道が多くあるのが、この時代ならではの特徴だ。

きまじめな須美は、１つ１つの授業を真剣に受ける。

隣の園子が時々ぼーっとしているのを、注意していたりもした。

そして休み時間は友達と、とりとめもない事を話したり、リコーダーの音色をあわせてみたり、時々図書室に行ったり、パソコン室に行ったり……。

比較的温和な過ごし方をする部類だった。

ちなみに三ノ輪銀は体育会系のコミュニティに属しており、いつも校庭で遊んでいる。




　乃木園子といえば、フラフラしていた。

誰とでも話したり、いきなり寝たり。

スローライフを満喫しているように見える。




　そろそろ昼休みが終わろうとしていた。

須美は授業の準備をしようと、クラスメート達との会話を切り上げ、自分の席に戻った。

（今日は夕方にお役目を果たすための訓練か……うん、頑張ろう）

そう彼女が思った刹那。




　ド[image: ]ン！　と大きな衝撃が周囲を包んだ。




　その衝撃と同時に、クラスメート達の動きがぴたりと止まった。

「？　みんな？」

須美は一瞬何が起きたか理解できなかった。

目の前のクラスメートに声をかけてみる。

体を揺すってみる。

しかし返事はおろかリアクションもない。

「これは……まさか！」

ガタっと立ち上がり、周囲を見る須美。

やはり、完全に動きが止まっている。

落下中の箸が空中でピタリと静止している。

時計の秒針も、完全に停止していた。

「来たんだ、お役目をする時が……」

時間の停止は、お役目開始の合図。

全て教わった通りだった。

「ねぇねぇこれ敵がきたんじゃないの!?」

校庭からダッシュしてきたのだろう、銀が血相をかえて飛び込んで来た。

「三ノ輪さん……動けるんだ」

「鷲尾さんも動いてるってことは、やっぱりそうなんだ、お役目の時間だ」

二人が真剣に会話を交わしていると……。

「ふぁーあ」

脳天気な声が聞こえた。

「ねみゅい……また寝ちゃったぁ……？」

乃木園子が、昼寝から目覚めていた。

「あれ？　あれあれあれ？」

周囲の異常な空気を察する園子。

「夢かぁ〜……むにゃ」

「「寝るなー!!」」

「はぅあ!?」

再び寝ようとする脳天気な園子を、須美と銀が同時のタイミングでつっこんでいた。

「時間が止まったってことはだよ、この後くるのは確か……」

「神樹様の力による、大地の〝樹海化〟」

銀の質問に対して、須美は冷静に答えた。




　心臓はドキドキしっぱなしだが……親からも大赦からも言われ続けてきた事象だった。

聞いていた予定より随分早いが、自分達三人は、神樹様に選ばれたお役目をする存在なのだ。

……ならば、教えられた事をやるしかない。

「私達が〝勇者〟となって、〝敵〟を迎撃するしかない─」

鷲尾須美は震える己を鼓舞するように、ぐっと拳を握り直した。




　学校の屋上と呼ばれていた所に、三人は立っていた。

しかし今は、どこまでが学校の敷地内か、見当がつかない。

彼女達の眼前に広がる景色は、ただ一言、

おとぎの国と呼べるような異質の空間だった。




　人も、建物も、ほとんどのものが樹木にかわっていたのである。

元から緑が多い土地柄ではあるのだが。

この瞬間は、完全に樹木の国と化していた。

銀が周囲を見回して、呟いた。

「うーん、もはやどこがどこなのかさっぱり分かんないね、全部木だ……。自宅も分からない。ねぇ、鷲尾さん、イネスどこかな」

イネスとは、駅前にある巨大なショッピングモールのことである。

イネスなら、何でも買えると言われている。

週末はイネスですごす家族もいるらしい。




「こんな時にイネスの心配しなくても」

思わず銀につっこむ須美。

「でも、イネスがなくなったら大変でしょ。あそこの中、公民館まであるんだから」

「大丈夫だよ、敵を撃退したら、樹海化も、元に戻るんだから」

須美は自分に言い聞かせるように喋った。

鷲尾家がある方角を見る。

そこも当然樹海の一部だった。

「綺麗だねぇ……これが、神樹様の力による樹海化かぁ〜……」

乃木園子は、どこまでものん気だった。




「これが綺麗……？　まぁ綺麗といえば綺麗かもしれないけど。うっとりするような光景じゃないよね。事前に話聞いてなかったら、正直完全にパニくってたかも……」

「だね、私もそう思う……」

銀の意見に、珍らしく須美は同意した。

「あ、ねぇ。大橋は、完全に樹海化しきってないよ〜」

この街のシンボルである超巨大な橋を園子が指さした。

「本当。根を張っている程度で、原型が残ってる。向こう側と繫がっているから？」

「でも分かりやすくていいよね。アタシ達のお役目は大橋を守るんだから、あそこにいけばいいわけで」

「神樹様の存在も、分かりやすいね〜」

樹海の奥地にある神樹は、大木となり、神々しく光り輝いていた。

「じゃ、そろそろ……！」

三ノ輪銀は携帯端末を取り出した。

キッ、と表情を引き締める。

元々勝ち気だった少女の表情が、より凜と引き締まった。

園子と須美も、頷きあった。

これだけ異常な事態にも関わらず、三人は不平不満をもらしていなかった。

これはとても名誉で誇れるお役目なのだ、と大人達に言われ続けてきた事だから。

神樹様に選ばれたのだ、恐れる事はないと。

三人の子供達は大人を信じて、携帯端末の操作を開始した。

やり方は全て訓練で身についている。

訓練時間が十分で無かったのは痛いが。

お役目をする三人のみに配信されているアプリを起動させる。
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このアプリこそ、敵と戦うために、人類が神樹の力をもらい製造した、勇者システム。

三人は、一斉にアプリの変身アイコンをタップした。

同時に、彼女達は光に包まれる。




　神樹の力を元にした勇者の姿は、植物を象る。




三人の娘は、それぞれの花を咲かせた。




　鷲尾須美は、言うなれば清楚の花。

　乃木園子は、言うなれば優雅の花。

　三ノ輪銀は、言うなれば情熱の花。




三者三様、戦闘用の衣装に変化する。




同時に、少女達の中で、とてつもなく大きな力が漲った。

神である神樹の力が分け与えられているのだから、当然である。

勇者と言われるこの姿は、言わば神の力の具現。

この力を使えるのは、神樹に選ばれた須美達三人のみである。




「いこう、大橋へ」

三人娘は、数十メートルを一気に跳躍して、大橋を目指した。

敵はこの大橋を渡り向こう側から来る。




　四国の玄関口に当たるこの街に、敵は来る。

そこに神樹に選ばれた人間……すなわち勇者である彼女達を配置したのは、人類側にとって、当然の措置だった。

三人の少女は、大橋の真ん中に陣取っている。

「さーて、そろそろくるんじゃないかな」

銀が、武器である斧を、ウォーミングアップにと振り回す。

園子は槍。

須美は弓矢が武器だった。

ちょうど武器の射程が近・中・遠でバランスのとれたパーティーになっている。

「二人とも、落ちついて戦いましょう」

須美が、二人に言い聞かせる。




　冷静な口調とは裏腹に須美は、燃えていた。

この美しい国を守ることに。

大切な家族を守ることに。

かけがえのない友人達を守ることに。

自分の武器が一番リスクが少ない弓矢型だ。

斧や槍の仲間達に負担をかけさせたくない。

矢がうまく機能すれば、近づく前に撃退できるかもしれない。

実際、銀はやる気が逆に危なっかしいし、園子はぼやーっとしているので頼りない。

（私が頑張る。私が倒す！　私が守る……！）

須美は再び気合いをいれた。




　それは、橋のむこう側から出現した。

あまりに異質な、巨大物体。

生命と無機物の中間……否、ほとんど無機物な十メートルはあろう異形なシルエットは、ただ、真っ直ぐに橋を渡ってきた。




「あれが向こう側から来たモノ……敵……

〝バーテックス〟」

須美がゴクリと喉を鳴らした。

バーテックスの行動形式は教わっている。




　（１）人を襲う

　（２）人以外は襲わない

　（３）通常の兵器は、ほぼ効果なし

　（４）神の力を宿す勇者なら対抗できる

　（５）敵の目標は神樹。破壊を狙っている




この５つである。




人類にとって、特に（５）が危険だった。

　大赦に祀られている神樹は、この世界全ての恵み。

神樹を破壊されれば、人類は滅亡する。
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　早い話が、敵の進軍をここで食い止めなければ、全てが終わってしまうのだ。

この止まった時の中を動いているのは、選ばれた勇者である須美達三人だけ。




　神樹の元に行かせるわけにはいかない。

なんとしてもここで止めなければいけない。

須美が矢をつがえ、射撃体勢をとる。

それより早く、銀は疾風の如く、敵に突撃していた。

その時、銀の体を彩る赤い花びらが、空中にフワリと舞う。

園子は思わずその光景に見とれてしまった。




「！　駄目、先に牽制して手の内を見てからじゃないと……」




　須美が慌てて援護射撃をする前に、銀が敵に到達する。

「てやぁあああ!!!」

雄叫びとともに繰り出された銀の一撃が、敵を大きく切り裂く。




「わぁ、すごいよ、ミノさん！」

感激した園子がパチパチと拍手した。




「ミノさんって……やめてよ！　それよりこいつ、意外とモロいよ、いける!!」

銀は、踊るようにその斧を振るった。

あっという間に、敵がスライスされていく。




「油断したら駄目、三ノ輪さん。それは──」

ギュルン、という一瞬の視界の歪み。

その歪みとともにバーテックスの、斬られた部分が完全再生していた。

須美はすかさず、矢を放つ。




「うわっと……まずい！」

銀は、一度間合いをとって、大きく後退した。

しかし、その銀にくらいつくように、敵も前にグンと前進してきたのである。

結果、須美の矢は的を外していた。

「なんて加速力……!?」

さらにバーテックスは、はじめて攻撃と思われるものを繰り出してきた。

左右の巨大な水球のうち、１つを、銀に押しつけたのだ。

銀は、その巨大水球の中に、閉じ込められてしまった。

「……!!」

中から戦斧で水球を割ろうとする銀。

しかし、ビクともしない。

須美の射撃でも、水球は矢を弾いていた。

このままでは銀が溺れ死んでしまう。

さらに敵は、もう片方の水球を、園子に押しつけた。




「わーっ!?」

園子は慌てて避けるが、巨大水球は速度を増して園子をホーミングする。

明確な殺意が、敵から感じられた。

「乃木さん！　もっと後退して！」

須美の叫び。

しかし、園子は……。




「あっ！　ピッカーンと閃いた！」




　などと言い、逆に水球に突撃する。

そして、水球の前で、槍を頭上で高速回転させる。

神の力を具現した少女にとって、槍の回転で竜巻を作ることは容易だった。

水球は、風に巻き上げられていった。

「……！　乃木さん」

園子の思わぬ活躍に須美が驚いた瞬間、敵は大きく後ろに吹き飛んでいた。




「はぁ……はぁ……うぅ〜気持ち悪い」

銀が、豪快に投げ飛ばしたのだ。

「ま、まさか三ノ輪さん……自分を閉じ込めていた水を、全部飲んだの？」

神の力を具現した少女にとって、大量の水を飲み干す事など、可能…ではあるが、普通やらない。




「ミノさん、大丈夫？」

園子が銀に駈け寄る。

「うん、はじめはサイダーだったけど、途中からウーロン的な味わいに変化したから、飽きずに飲めたわ」

「あ、味のレビューを聞いているんじゃなくて……で、でも無事なら良かったぁ〜」

「二人とも危ない!!」

須美は、一息ついている少女達を、それぞれ矢で狙撃した。

狙撃する事により、その場から弾き飛ばす。

先程まで彼女達がいた場所に、敵が思いきりプレス攻撃を仕掛けてきていた。




　またも明確な殺意。

「危なかったぁ……ありがとう鷲尾さん。この、敵めぇ……!!」

「えぇぇぇい!!」

銀と園子が、左右から攻撃を仕掛ける。

須美も即座に援護をした。




　須美は連射をしながら驚嘆している。

銀の烈火のような怒涛のラッシュも凄いが、園子の槍も、目を見張るものがあった。

敵の関節というか、急所を狙う突きが多いらしく、巨体を大きくぐらつかせていた。




（三ノ輪さんも、乃木さんも、鮮やかだわ！）




　武器の種類が大きく異なる事から、今までお役目の訓練は、個別に受けていた。




　三人合同の訓練はこれからという所だったので、

他の勇者がこれほど動けるとは須美も予想がつかなかった。




　三人の少女達による怒涛のラッシュ。

それを受けて、敵は大きく後退した。




　しかし即座にダメージ部分が完全再生する。

「うわぁキリがないけど……負けない〜！」

「こっちだって、まだまだできるんだから！　でも本音を言うと、そろそろキツい！」
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「その意気よ、二人とも。三ノ輪さん、本音は敵に言わないで！」

それでも少女達は、己の役目、ここは通さぬと、橋の中央で身構えた。




　すると巨大な敵は……。

くるりと進行ルートをかえて、そのまま来た道を戻り始めた。

引き返していったのである。




　元から彼女達に課せられた使命は、敵の撃退であって、撃破ではない。

侵攻を食い止めることが、勝利条件だ。

もちろん撃破できれば、それに越した事はないだろうが……。

今までの人類の体験上、不可能に近い話だった。




「……」

三人娘は、敵の姿が見えなくなるまで、その背中をにらみつけていた。

やがて、それが視界から完全に消えて……。

少女達は、撃退成功を、勝利を確信した。




「「「やった─!!!」」」




　抱き合う三人。

須美も年相応に、思いきり叫んだ。

必死に戦って、神樹を、人類を、守れた。

少女達にとって大いなる喜びだった。




「いやー！　正直怖かったけど、なんとかなるもんだね！」

「え、ミノさんあれで怖がってたんだ？　実は私もドキドキだったよ〜」

「私も……正直不安だった……」




　今だからこそカミングアウトする三人。

覚悟はできていても、まだ少女だった。

「まぁでも、勝てたんだからオッケー！」

嬉しさのあまり飛び上がる銀。
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「あはは、ミノさん跳ねすぎー！」

「「イェイイェイ」」

ノリノリでタッチしあっている園子と銀。須美といえば。




（大きな声を出し過ぎたかな……ちょ、ちょっと……はしたなかった……？）

今更、冷静になって、両手で頰をおさえて、照れていた。




　敵を倒したのではない。

退けただけだった。

だがそれでも今回の勝利は、人類にとって、大いなる一歩だった。

今までは為す術も無かったのだから。




　戦闘終了後、街は樹海化が戻り、日常を取り戻していた。

皆、怪物が襲ってきた事を知らず、街や己が樹木になった事を知らず、日常通りに生活している。

例えば須美の両親は、須美が報告しなければ娘が今日、お役目があったことが…人類を救った事があったことが分からない。




　学校の保健室で須美は検査を受けていた。

ただの保健室ではない。

勇者として戦った人間の点検ができるだけの術式を、しっかりと施されている。

「ありがとう、鷲尾さん。よくやってくれたわ。戦いの記憶も、敵の解析に大きく役立つ事になる」

普段は厳しい担任教師が、よしよしと頭を撫でてくれる。

「ありがとうございます、三ノ輪さんと乃木さんのおかげです」

「襲来が、予想より早くてご免なさい。これから訓練を重ねようという矢先で」

（！　そうだ、これからは実戦に備えて訓練もしておかないといけない）

須美は、ある決意をしていた。

「異常もないし、怪我もないし。液体を摂取した三ノ輪さんは詳しく検査するけど、乃木さんと鷲尾さんは帰っていいわよ」




　須美は検査してくれた人達に行儀良く挨拶をしてから、その場を後にした。




　校門前まで肩を並べて歩く園子と須美。

普段なら、ここで別れて終わりである。

しかし敵の到来がはじまったとなると、片付けておかないといけない問題があった。




　チームワークだ。




　今回もはじめ、バラバラに動いたからこそ、ピンチを招いた。

（訓練をしっかりこなすだけじゃ駄目よね。次からはもっと統制されていなければ……。日頃から、仲良くしていかないといけない。この国を、防衛していくために）




　須美は真面目ゆえの、義務感として、園子に声をかけた。

「ねぇ乃木さん、よければ、その……今日は、栄えある役目も果たせた事だし、祝勝会でもどうかしら……？」




　およそ十代なりたてとは思えぬ口調で、園子を誘う須美。

園子が、ぱぁっと顔を輝かせた。




「うんっ、いこういこう！」

須美の手をとって、がっしり握手する。

「ありがとうね。私、今、シオスミを誘うぞ誘うぞと思って、でも、なかなか言い出せなかったから……すごく嬉しいんだよ〜」

「の、乃木さんも、そうだったんだ…」

「今日さ、ミノさん凄かったよね！　まさに特攻隊長だよ！　で、シオスミの狙撃も、精密だったし、私興奮しちゃって！」

「乃木さん……」

「これはもうガンガン語りたいな、と思ってたの！　シオスミもそうなんだよね！」

「う、うん……」

「ようし、じゃあイネスのフードコートに行こうよ、もちろん次はミノさんもいれてね」

園子にぐいぐい引っ張られる須美。




　その彼女の天真爛漫なはしゃぎっぷりを見て須美は、自分が少し恥ずかしくなった。

園子も戦闘勝利時に、〝お役目〟が緊張すると言っていた。

そして、実際に訓練された槍さばきを見た。

彼女は彼女で、お役目という、自分の責任と、きちんと向き合っていたのだ。

尊敬すべき同志だった。




　意識して仲間関係を構築しようとしなくても良かったのだ。

自然に仲良くなれる、そう思った。

勝手に苦手意識をもたず、もっと早く、たくさん会話しておけば良かったと須美は後悔していた。




「フードコートはいいけど、乃木さん、シオスミだけはやめて欲しいかな……」

「えっ、じゃあねぇ…じゃあねぇ…ワッシーナとか……アイドルっぽくない？」

「えと、それもやめて…乃木さんも、ソノコリンとか、いやでしょ？」

「わぁ、素敵」

「ごめんなさい、忘れて」

「あ。閃いた。ワッシー！　どう？」

「うーん。まぁ変なのになるよりいいかな」

「宜しくね、ワッシー！」




　須美は、ぎゅっ、と園子に手を握られた。

須美は、不思議とこの感覚が嫌いでは無かった。

二人は、仲良くはしゃいでイネスに向かう。

そこに勇者の面影は無く、年相応の少女そのものだった。




　これは、三人の勇者の物語。

神に選ばれた少女達のおとぎ話。

いつだって、神に見初められるのは無垢なる少女である。

そして多くの場合、その結末は──。


（１話完）



























　三ノ輪銀の朝は、場合によっては早い。

産まれたばかりの、弟の世話があるのだ。




「おい、お前は年が離れていても、この銀様の弟だろう」

銀は、赤ん坊の目を見ながら、語りかけた。

「ウゥ……う……」

「だから泣くなって。泣いていいのは、母ちゃんに預けたお年玉が、帰ってこないと悟った時だけだゾ」

楽しそうに、おどけて言ってみせる。




「うぇぇ……ぐすっ」

「あぁ、ぐずり泣きがはじまってしまった……ミルクやオシメじゃないだろうし……」




　赤ん坊は特に不快なことがない時でも、

ぐずぐずとくすぶるように泣いたりする時がある。

彼女はそれをよく知っていた。




「まずは膝にのせてっと」

ガラガラと鳴るおもちゃを握らせて、鼻歌を口ずさむ。

それだけで、弟はゴキゲンになるのだ。

慣れたものだった。

「おー泣きやんだ。エライぞ、マイブラザ」




　泣き止むと、褒めてあげる。

すると、赤ん坊はパァッと嬉しそうに笑う。

「甘えん坊な弟だよな。大きくなったら、舎弟にしてコキ使おう、ニヒヒ」

愛くるしい弟の世話をしていると、いつの間にか時間が経過していた。

「へうっ。まず〜い、遅刻遅刻!!」

彼女は慌ただしく学校へ向かった。




　須美達が通学する神樹館では教育方針として、四年生を越えれば買い食いが許可されている。

十歳を越えれば、お金の使い方を知っておくのも勉強ということだ。

子供達のモラルが高い神樹館ならではの、自由な校風で、生徒達は歓迎している。

というわけで、須美、園子、銀達六年生は、巨大ショッピングモール・イネス一階のフードコートで、堂々とおやつを食べていた。

先日、大橋に襲来してきた敵を退けた、祝勝会というわけだ。




「どう、どう？　ここのジェラート、めっさ美味しいでしょ！　イネスマニアのアタシ、イチオシだからね」

銀が、キラキラと瞳を輝かせ熱く語っている。




「最高だよ、最高だよミノさん、クレープもいいけど、ジェラートも、こんなにいいモノだったんだね〜」

園子は目に涙を浮かべながら、ジェラートを頰張っていた。

「あはは、てかなーんで少し泣いちゃってるの、乃木さんってば」

「私ね、お母さんとデパート行った時にね、食べたクレープが美味しかったから、それ以上に美味しいおやつはないって思ってたから、新発見なんだよね〜。嬉し泣きだよ〜」

「ダチとかと来た時に、食べたりしなかった？」
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「私、あまり友達いないから〜……。あっ、でもこの前、

わっしーと一緒に来たよ！　声をかけてくれたんだ。ね〜、わっしー」

「……」

須美は、難しい顔をして、ジェラートとにらめっこしていた。




「鷲尾さんは、なんでジェラートにガンつけて固まってんだろね？」

「わっしーにはジェラート合わなかった〜？」

「合わないどころか……宇治金時味のジェラートが……とても美味しくて……」

神妙な面持ちで須美は答えた。

「イェーイ。気に入ってくれたなら嬉しいね」

「それなのに、なんで難しい顔してるの〜？」

「私は、おやつは和菓子か、せいぜい、ところてん派だったから。

それがこの味…わずかに揺らいだ私の信念が、情けなくて…」

須美はカタカナがつくものが、苦手だった。

「なんだかわっしーが難しい事を言ってる」

「ウマかったなら、それでいーじゃんね？」

「そうだよ〜。はふぅ、しあわせ……メロン味大正解〜」

「そ、そうね。確かに考え方の固さは実戦において、命取りになるかもしれない。

素直に美味しく食べるわ」

二人に言われて、須美はジェラートを大人しく頰張りはじめた。

「この、ほろ苦抹茶とあんこの甘さが織り成す、調和が絶妙だわ……うん、うん……」

年相応の笑顔を浮かべ、口を動かし続ける。

「ふふ、なんだか鷲尾さんって面白っ！」

「ね〜。もうちょっと怖い人かと思ってた〜」

怖い人とは失礼な、真面目なだけだ、と須美は思ったが、ジェラートが美味しかったのでひとまず食べ続けた。




「なんだか、わっしーの食べっぷりを見たら宇治金時味も美味しそう……」

物欲しそうな目を、須美に向ける園子。

「一口もらえばいーじゃん。鷲尾さん、めぐんであげなよ♪」

銀は、けろっとそんな事を言った。

「え、ええと〜、こういうの、初めてで、緊張する所でもあるけど、憧れでもあるので、ここはひとつお言葉に甘えて…頂きます〜っ」




　一方的に言って、園子はあーんと口をあけた。




（……!?）

一方、須美はフリーズしていた。

あーんした口に食べ物を運ぶのは、厳格な家で育った彼女からすると、礼儀作法に反する事のように思えたからだ。

しかし、乃木園子は目をつぶって、待ち受け体勢に入っているではないか。

チームワークを悪くする事は言えない。

須美は、スプーンでジェラートをすくいとって、それを、おそるおそる園子の口に運んだ。

「……もむ……んむ、うん、美味しい〜！」

園子は、ぱぁっと顔を輝かせた。

「じゃあじゃあ私のも食べてみて、わっしー」

そう言って、園子はメロン味のジェラートがのったスプーンを、須美の前に差し出した。

「わっしー、あーんだよ、あーん〜」




（……!?）

須美の思考はまたしてもフリーズしていた。

今度は人前で、己にあーんをしろと言う。

（はしたなくは、ないだろうか）

しかし、目の前で輝くメロン色のジェラートはとても魅力的で、なにより園子の嬉しそうな顔を見ていると、断れない。




「あ、あーん…」

こうして須美は、公衆の面前で餌付けされた。

「なんだか初々しいじゃん。ガチの恋人か！」

銀は笑いながら突っ込みをいれていた。

「メロン味も…美味しい」

「だよねだよね〜」
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「ふふん、確かに宇治金時もメロンも超素敵な味だよ。

でもねお二人さん、このフードコートで最強は、アタシが食べてる、しょうゆ味のジェラート。コレ。ガチでナンバー１」




　そういうと銀は園子と須美の口に、そのしょうゆ味のジェラートをねじこんだ。

「どうどう？　ピッカーンときた乃木さん？」

「……うぅーん〜なんだか難しい味だね〜」

「あれ？」

「いい味だけど大人向けかもしれないわね」

須美は銀に配慮した言い方で味を形容した。

「あんれぇ？　鷲尾さんまで、それ言う」

銀のイチオシ、しょうゆ味のジェラートは、彼女が思うほど、好評を得られなかった。




　三人は、食後にイネス屋上に来ていた。

海に面しているこの街ならではの、見晴らしの良い眺めが、少女達の前に広がっている。

瀬戸内の海と大橋、そして四国をぐるりと囲う壁が、特徴的だ。

「なー二人とも、フードコートあまり詳しくなかったけど、イネスにはあまり来ない系？」

「ええ。今まであまり行こうとも思わなかったし……」

「私は、そもそも買い食いもそうだけど、イネスに行くのも、おうちでは禁止だったの。でも勇者に選ばれてからは全部ＯＫだって〜」

「ちゃー。悲しいね。イネスはこの街で最大の娯楽施設なのに、それをよく知らないのはガチで勿体ないよ！」

「最大の……というか他にあまり娯楽施設もないような……」

「鷲尾さん、それ言ったらおしめーよ？」

「わっしーの事はわっしーでいいのに〜……」

「そのっちが許可を出す事でもないと思うわ」

「ちゅうか、二人はアタシが敵の水を飲んで検査くらってる間に、いつのまにか仲良くなりすぎでしょ、クラスで席が隣とはいえ、元はそれほど会話もなかったハズなのに」

「私は、元からもっと、お話したかったし〜」

「敵が来てしまったのだから、仲間との連携は深めていかないと」

「ぬぬ。何がいいたいかっていうとね、何がいいたいかっていうとね、アタシとも、仲良くなろう、よっ!!」

銀はがっしりと二人の肩を組んだ。




「同じテーブルで食事もしたし、もうアタシ達、ダチコーだよね」

「だ、ダチコー！　それって友達って意味だよね、友達になってくれるの、ミノさん」

「もちのロン。乃木さん…もとい、園子」

「うわ〜。名前で呼んでもらうなんて嬉しい！　友達が続けて二人もできた。こういうのなんていうんだっけ、盆と正月がいっぺん〜？」

園子は、満面の笑みで喜んでいた。

大赦の中でも絶大な権力と財力を持つ乃木家の娘である。

家では大事にされている分、勇者に選ばれるまでは、気ままに外出もできず、彼女には友達が少なかった。

　銀が、今度は須美を見つめる。

その瞳は、彼女の性格そのままに、燃えるように輝いていた。

「須美って呼んじゃっていーよね？」

「ええ。こちらも、ごほん……銀と呼ぶわ」

「シクヨロ！　須美、マイ、フレンド！」

この、銀のぐいぐいとくる感じは、須美は嫌いではなかった。

端から銀を見ていると、なんだか馴れ馴れしい感じの性格だ、と思っていたが、いざ自分がぐいぐい来られると、意外に嬉しいものだった。




　しかも須美では絶対にできない、人への近づき方である。

自身が持っていない剛胆さを持つ銀に、須美は尊敬すら覚えた。

「さっき話題に出たけど、銀は、敵の水を飲んでいたわよね？　……体は大丈夫？」

「調子バリバリなぐらいだよ。検査もかなり色々やったけど、異常なしって出たから」

「良かった〜。じゃあ次も三人で出撃だ〜」

「おうともさ、園子」

銀が屋上から見える大橋を指さす。




「また、あそこで戦うんだろうね。ブッ壊さないように注意しないとね、大橋」

「大橋はこの街のシンボルだもん、守らないとね〜」

須美がごほん、と咳払いする。

「これからは訓練も三人一緒になるわ。大変だろうけど、大切なお役目だから……！　頑張って、いきましょう」

「ニヒ。いい感じでまとめたジャン、須美」

「明日、朝十時に大赦支部の訓練場だよね〜」

「休日に訓練っていうのも面倒だけど、神樹様が敵にデストロイされちゃったら世界が滅びて、休日も何もないからね、気合いれてぶっ込むしかないわ、実際」

「そうね…しかし、銀」

「んー？　なに、須美」

「時々、なんというか、すごい言葉遣いをするのね……」

「お上品なのは苦手なんだ、不器用だから」

「器用さは関係ないでしょ」

「あ、バレた？」

「あははは〜ツッコミ漫才だね〜」

三人は、暮れなずむ街を見つめていた。




「……と誓いをしたのに銀はまた遅刻!?」

大赦の訓練場で、須美はぷんぷん怒っていた。

イネスの屋上で遊んでから一週間。

いざ合同訓練がはじまってみると、銀は、なんと三回に一回は訓練に遅れてきている。

「ごめんごめん、お待たせ！」

銀が、訓練場に駆け込んでくる。

今日は八分遅刻していた。

大幅な遅れでは無いが、遅刻は遅刻。

「銀。今日はどうして遅れたのかしら」

規律に厳しい須美は、理由を問いただした。

頭にツノが生えて怒っているイメージだ。

「ええと……や、何を言おうが遅れたのは自分のミスだし……ごめん、気をつけるよ！」

銀はこんな風に、いつも同じ回答をする。

理由は言わずに謝るだけだった。

「勇者としての自覚を、もっと持たないと。私達は、この国を守るべく─」

須美の、精神年齢の高い説教が炸裂する。

須美は常に訓練二十分前にスタンバイしているし、園子でさえ、五分前には来ている。

「……Ｚｚｚ……クレープ……きみも美味しいよ〜」

もっとも園子は訓練中、こんな風に時々寝ている時もあったりするのだが。




　訓練終了後に、須美はじっと考え込んでいた。

「銀がどうして時々遅れるのか……。

これは、調査して原因があるなら元から絶たないと意味がないわね、よく考えると銀は、勇者になる前から、授業にたいしても割と遅刻が多かったもの。

やはり何か理由があるのよ。それを言ってくれないなら、こちらから探りにいくまで！　そのっちも協力してくれる？」

「Ｚｚｚ……すや〜」

園子は、うつらうつらと寝ていた。




「そう、ありがとうそのっち」

こくり、こくり、とウトウトする動作を強制的に了承とする須美。

だんだん、園子の扱い方を心得てきた。




　休日。

須美と園子は、三ノ輪家の前に来ていた。

学校から歩いて十五分の位置にある彼女の家は、そこまで遠い距離ではない。

「何か問題があるようなら、私達が力にならないと……」

目的は、銀の私生活を観察すること。

育ちの良い彼女からすると、行儀の悪い行為だった。

それでも須美は実行する。

昔から思い込んだら突っ走る傾向にあるのだ。

「いつのまにか私も協力する事になってるけど、頑張る〜！」

園子は、あまり深い事を考えていない。

それが友達のためなら頑張る、そういう子だ。

二人は早速、三ノ輪家の周囲を調査した。

傍目から見れば、小学生の子供二人がうろちょろして遊んでいるだけだ。

三ノ輪家は、鷲尾や乃木ほど豪邸ではない。

品の良い日本家屋という佇まいだった。

調査して園子はすぐに、銀の事情を理解した。

「見て〜、わっしー。あれあれ」

園子が中庭の方を指さす。




　須美の目に飛び込んで来たのは、銀が赤ん坊を、あやしている姿だった。

家族構成で弟がいるとは聞いていたが、ここまで幼いとは、須美は知らなかった。

「……弟の世話をしていたのね、銀は」

三ノ輪家は、大赦で発言力はあるものの、家自体は、使用人を雇うほど裕福ではなかった。

家の手伝いも銀がやっているようだ。

しばらくすると銀は、別の行動に移る。

「今度は家の中の、お掃除もしてるよ〜、私ああいうのしたことない〜。

凄いね。あ、今度は、お使いに出掛けるみたいよ〜」

乃木家は発言力だけでなく財力も絶大なので園子からすると、家事をこなしていくクラスメートは、斬新だったようだ。

「働き者だわ……お使いにも、ついていってみましょう」




　──園子と須美は、驚くべき光景を目にした。

銀の目の前で、自転車に乗った子供が転んでしまったのである。

当然、銀はそれを助けてあげた。

その後、今度は、おばあさんが腰痛だと言って、銀の前で座り込んでいた。

「こ、これはいわゆる〜トラブル体質〜？」

「遅刻の理由が判明したわね……」

二人は、銀を手伝うべく彼女に駈け寄った。




　腰痛のおばあさんを家まで送った帰り道。

「じゃあ二人とも家の時から見てたっての？　うわぁ、なんか恥ずいなぁソレ」

「恥ずかしくなんかないよ、偉いよ〜」

「遅れるには、いつもこういう理由があったわけね」

「まぁ……ね」

「だったら言ってくれればいいのに〜」

「それは、なんか、弟や道行くおばあさんのせいにしてるみたいで……何があろうと遅れたのは、自分の責任なわけだしさ」




「そうね、理由は何であろうと、遅れていいわけがないわ」

「トホホ……ごもっともです、ハイ」

「ミノさんはトラブルに巻き込まれやすい性格なんだね〜」

「昔っからね……ついてない事が多いんだ。ビンゴとか当たった事ないもん……トホホ」

「これからきっといい事が……ん!?」

突如襲った異変に、三人は同時に気付いた。

「これ……時間とまってるよね〜？　私の感覚がいきなり鋭くなったわけじゃないよね〜」

「ええ。それはないわね。敵よそのっち」

「おいでなすったァ！　休日台無し！」

四国は、あっというまに樹海へと姿を変えていった。

（今回は前回の経験もあるし、大丈夫……。連携して、敵を効率よく撃退する）

須美は自分にそう言い聞かせた。




　少女達は、勇者の姿に変わって、以前と同じく、大橋の真ん中に陣取っていた。

すると、ひとつの物体が姿を現した。




「何……あのフォルムは、天秤？」

「天秤が……空に浮いてるね〜」

２０メートルはある巨大な敵が、ゆらゆらと不気味に揺れながら、橋を前進してくる。

「全く、どういう生き物なんだか。ウィルスの中で生まれただけで、あんな形になるもんかね」

二丁斧を構えて、攻撃態勢をとる銀。

「訓練通りに動くわ。分かってるわね銀」

突出するな、という須美からの警告だった。

「そうだった。つい敵を見ると突撃したくなる。須美よろしく」
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　熱くなる銀の性格は、頼もしくもあり、危なっかしくもあった。

「そもそもどこが顔なんだろう〜」

園子といえば、敵のフォルムをじっくりと観察している。

「向こう側へ戻りなさい！」

まず、弓矢が武器である須美が、ロングレンジから敵に仕掛けた。

（私の矢だけでコトが済めば、ソレが一番）

何本もの矢を、敵めがけて同時に放つ。

矢は空を裂く音を発しつつ、的確に目標へ。

神である、神樹の力を得て放たれた須美の強弓は、近代兵器でいえばミサイルのようなもの。

しかしその必殺の矢は、今回の敵には全く通じなかった。

まるで磁石のように、矢が天秤の分胴部分に吸い寄せられてしまったのである。

その分銅部分は相当に固いらしく、矢が刺さっていても、敵は全く無事のようだった。

その光景は、須美にとってショックだった。

「！　もう一度……射かける!!」

竜巻のような渦をおこし、矢が敵へ向かう。




　　──だが。

天秤の頭上を狙った須美の矢は、前と同じく不自然な軌道を描き、分銅部分に命中してしまった。




　完全に、分銅部分が矢を吸い寄せている。

（そ、そんな……お役目を果たさなければいけないのに、何もできないなんて）

ぐっ、と唇を咬む須美。

須美の攻撃を封殺しておきながら、敵は、何の感情をみせる事もなく前進を続けてきた。

「ミノさん、あの敵、体と体がつながってる部分が、細くてもろいかも〜……！」

「接続部を狙って攻撃ね、了解！」

敵の左右から、呼吸をあわせて銀と園子が攻撃を仕掛けていく。

すると天秤は、分銅を振り回すように、大回転をはじめた。

竜巻のような防御壁に、銀と園子が弾き飛ばされる。

「くっ、こいつ、近づけない……！」

回転の遠心力を利用して、敵は先程吸い寄せた須美の矢を、お返しとばかりに、須美の方に射出していた。

「矢をそんな風に返すなんて！」

須美が素早く体をひねる。

狙いが雑なので回避は容易かったが、何本かの矢は、樹海に向けて飛んでいく。

そして着弾地点の、樹木を傷つけた。

「樹海が……！　私の矢で……！」

樹海がダメージを受けると、その災いは樹海が戻った時に、街に何かしらの形で降りかかると教わっている。




　それは、樹海がダメージを負えば追うほど、深刻なものになってしまう。

今回はまだ軽微だろうが、極力樹海を傷つけるわけにはいかなかった。

敵は、さらに前進を続けてくる。

「このっ……不気味なんだよお前は!!」

銀が強引に攻撃を仕掛けるが、やはり回転で弾かれてしまう。

「くうっ、ちょっとまずいかなコレ」

「どうすれば、どうすれば……」

相性の問題とは言え、自分の力が全く及ばず須美は軽いパニックを引き起こしていた。

このままでは、敵に四国上陸を許してしまう。

そんな時、乃木が口を開いた。

「ぴっかーんと閃いた。わっしー、ミノさん、台風に目ってあるよね。この回転も、周囲に強くても……頭上がお留守かもしれない！」

「そっか上から飛び込めばいいんだ！　園子ナイスアイデア！」

「でも竜巻に飛び込んでいくようなものだから、相当危ないわけで……」

「やってみなくちゃ、わからない！　須美、フォローお願い！」

「銀、ちょっと待って……！」

言うが早いが、銀は思いきり跳躍した。
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「はぁぁああああああ！！！！！！！」

銀は、声を上げて、流星のように竜巻の中に身を投じていく。

「ぎ、銀……」

大きな斬撃音がして、敵の動きが止まった。

天秤の頭上に、銀の斧がぶすりと突き刺さっていた。

銀は、風の刃に全身を刻まれて、血だらけだった。

裂帛の一撃が天秤の動作を停止させている。

もっとも須美も、傷だらけながらも覇気溢れる銀の表情に安堵し、一瞬戦いを忘れてしまっていた。




「今だ!!!」

園子が敵の中に飛び込み、槍撃を開始する。

（しまった、タイミングが遅れた！）

須美も一瞬遅れて、相手の間合いに入りこんだ。

「この距離なら、吸いとれないはず……！」

天秤に零距離の接射を仕掛ける須美。

神の力を持つ須美の弓矢なら、接射でも十分な威力があった。

銀も、二丁斧を踊るように操り、敵を刻んでいく。

まとわりついて、回転を許すことなく、少女達はラッシュを続けた。




　しばらくすると、敵は少女達の攻撃を受けたまま、進路をかえて橋を戻りはじめる。

さらに数分後には、少女達に追い立てられるように橋から撤退していった。

戦いが終わって少女達は、大橋でぐでーっとダウンしていた。

相手が撤退するまで攻撃の手を緩めることなく、ラッシュを仕掛けていたので、体力を使い果たしていたのだ。




「銀……傷は、大丈夫？」

「何度目の質問よそれ、変身中にわりと回復してたし深い傷はなかったし、平気だって」

「そう……ごめんなさい。矢が通じなくて、結果、銀に突っ込ませてしまって」

「そんなの相性もあるし、気にするなって。だいたいアタシは武器的に突っ込むのが仕事なんだしさ」

「突っ込むのが仕事……か。もしかしたら、私達って、あまり仲良くならない方がいいのかな……」

須美は突然、そんな事を言った。

「え、ど、どうしたのわっしー」

「な、なんだよいきなり……」

「……」

「……だって」

「銀が竜巻の中に飛び込んだ時、心配で……心配で……動き鈍くなっちゃったから……」




　気がつけば須美の顔からは涙が流れていた。

「須美……」

「あっ、あぁぁ、わっしー、な、泣かないで」

敵が去った事で、感情の堰が切れてしまった。

とめどなく、澂ちょうの目から涙があふれ出てくる。

自分の矢が樹海を傷つけたこと。

お役目で役に立てなかったこと。

そのせいで銀を危険にさらしてしまったこと。

好意をもった銀が血まみれになったこと。

真面目な須美にとって、今回の任務は、ショックな事が多すぎた。

「私の矢がちゃんと通じてれば……うぅ」

園子が、須美の手を握る。

「……須美」

「お前、どれだけアタシの事信用してないんだよ、勇者システムも接近専用のタフなやつに仕上がってるんだから、大丈夫だって」

よしよしと、須美の頭を撫でる。

「……まぁでも、時々練習に遅れてりゃ、そりゃ本番で不安がられるか……分かった、分かったよ須美。アタシ、家出る時間もっと早くする。

それならトラブルあっても間に合うだろうしさ」

「……銀」

「だからもっと仲良くなろうよ、須美。アタシ須美から仲良くならない方がいいって言われた時、グサッときちゃった。そっちの方が敵の攻撃よりこたえたって」

「うんうん。私もだよわっしー」

「……ごめん、ごめんね……」

銀は、泣いている須美を、泣き止むまで強く抱きしめていた。
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　少女達のお役目は続く。

敵は、まさしく星の数ほどいるのだから。


（２話完）



























　乃木園子は、赤ん坊の頃からスローライフを貫いていた。

一人でぼーっと蟻の行進を眺めたりするのが楽しくて仕方が無い。

園子の両親は、そんな娘が少し心配だった。

祖父は園子に光るものがあると評するが、どうにも、そうは思えない。

そこである日、園子の両親はいたずらで、わざと幼い娘の前で、苦しんで倒れて見せた。

すると園子は、ぶわっと涙を溢れさせたが、すぐに人を呼び、いかに倒れたか、何秒経ったか症状を伝えて、あとは両親に、人を呼んだし大丈夫だからと力強く語り続けた。




　そんな娘を見てからは以後、両親は園子がぼけーっとしていても何も言わなくなった。

「わ〜あの雲、わっしーの武器みたい〜」

今日も園子は、神樹館中庭の芝生で、風を浴びながら空を流れる雲の形を観察している。

昔と違うのは。

「おっ！　そういわれりゃ、確かに」

「でしょ〜」

「こういう趣味が、そのっちの閃く力を育てているのね」

もう、一人では無いこと──。




　初夏の風が、瀬戸内海から舞い込んでくる。

須美達は放課後、図書室に来ていた。

今日は銀を囲んで勉強会。

須美がつきっきりで教えている。

彼女達以外に、人はいなかった。

「なぁ、勉強より先にイネス行かないか？

あそこのフードコートがアタシを呼んでる」

「駄目よ銀」

「須美ってば取り付く島もないっショ」

「何それ新キャラ？　ほら集中して銀」

「はいはい鷲尾先生、分かりましたぁ」

銀は再び資料に目を落とす。

ちなみに園子といえば……。

「Ｚｚｚ……うどんってなんであんなに白くて美味しいんだろう〜……Ｚｚｚ」

幸せな夢を見て、寝ていた。




「寝てる園子は放置でいいンすか鷲尾先生」

「彼女は、頭いいのよ……見えないけど」

「おのれ天才系少女め……耳元で害虫の名前をひたすら囁いてナイトメアを見せてくれようか、いひひ」

「よくそんな鬼のような発想ができるわね。自分がされたらどう思うの」

「アタシ大丈夫だもん、Ｇとか」

「……やるじゃない」

「勇者ですから。須美はどう？　Ｇ」

「……どうしてウィルスで絶滅してくれなかったのか……恨むばかりね」

「お、苦手なんだ。やだー可愛いー」

「話を逸らそうとしても駄目よ銀。さぁ歴史の勉強に戻りましょう。

では、この四国を囲う壁は、どうして存在するの？」

「アタシだってそこまでウマシカじゃないよ神樹様が、四国にいる人間を結界で護って下さっているんだ」
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「そうね。外の世界で蔓延している死のウィルスから、神樹様が護って下さっている」

「で、ここから先は教科書に載ってないけどウィルスの海から産まれたのが敵……。その名もバーテックスだろ」

「ええ。神樹様を破壊せんと向こうからやってくる人類の天敵……それを撃退するのが私達、勇者に選ばれた者のお役目」

「な、アタシだって理解しているだろ。完璧じゃないか。

さ、イネス行こう。イネス行かないとアタシ、落ち着かないんだよ」




　巨大ショッピングモール・イネスは、もはや地域に住む人々にとって、無くてはならないものにまで成長しているらしい。

「まだ勉強は終わりじゃ無いわ」

「あうぁ……」

「フフ。私、銀のそういう困り顔好きかも」

「きゃーなんか須美が怖い事言い始めた」

「歴史を知るという事はとても重要なのだから、最後まできっちりやるわよ。で、バーテックスと戦うのは何故、私達勇者じゃないといけないのかしら？」

「もう教科書には書いてないことばかりじゃないか。通常の兵器が効かないからだろ。だからこそ、神樹様にお話しして、神様の力をわけてもらった……勇者システムの誕生だ」

人間を捕食するわけでもなく、ただ殺すために攻撃を仕掛けてくる存在。

果ては神樹を壊して世界を滅亡させようとしている。

そんな悪魔に対抗するには神の力を借りるしかない。

「よかったここらへんは理解しているのね。小テストで52点なんてとっていたから緊急の勉強会を開いたけど、大丈夫かも」

「さすがに勇者が自分に関係する歴史分からなかったら、パッパラパーだろ」

「そのっちは分からなそうだけど……」

「まぁ園子小テスト０点だったし」

ちなみに須美は92点だった。

「０点だったけど……答案用紙の記入方法が間違っていただけで、正式なものに変換したら満点だったのよ？　凄いわ」

「オォーウ。まさに紙一重だね、色々と」

二人の視線を浴びている事を知らず、園子はすやすやと寝息を立てている。

「ミノさん……だいすき……Ｚｚｚ」

「ど、どんな夢見てるんだこやつ。ははは、大好きとか言われると照れるな」

銀は照れていた。

「私は？　ねぇそのっち私は？」

「須美揺らすな、気持ち良く寝てるだろ……って、もうすぐ訓練の時間か」

「ええ、しっかり鍛えましょう」




　須美は、バーテックスとの戦闘で樹海を傷つけてしまった事が、軽いトラウマになった。

自分の矢がはね返って、木々を貫いたのだ。

その結果どうなったか。

翌日、山奥で大きな土砂崩れがおこった。

不幸中の幸いで現場に人はいなかったが。

四国そのものが変化したともいえる樹海が、ダメージを受けると現実世界に戻った時、何かしらの形で災厄となって現れる。




　今回は被害軽めで済んでいるが、敵に派手に攻撃されれば大災害に繫がってしまう。

例え神樹の破壊を阻止しても、人類が被害を受けてしまえば、お役目として失格だ。

だからこそ、〝向こう側〟からやってくるバーテックスは大橋で撃退したい。

樹海に上陸されてしまっては、神樹まで距離があるとはいえ、被害が広がってしまう。




　園子も起きて、大赦の訓練場に移動しようとした時、須美たちの担任教師がやってきた。

「そろそろ移動時間……って、分かってるみたいね。

それじゃあ訓練場に行きましょうか」

「「「はい先生。宜しくお願いします」」」

三人は担任教師に、しっかりと挨拶をした。

訓練場は、大赦の大橋支部にある。

学校から徒歩で行ける距離だが、今日はギリギリまで勉強したいという

須美の意向を汲んで車で移動する事になった。




　勇者としての実戦がはじまってから暫くすると、大赦が全面的に須美達三人をバックアップしはじめた。

大赦は全ての恵みである神樹を祀る組織である。

総理大臣よりも、発言力が高い。

「なんか家にお手伝いさんいっぱい来てさ、弟の世話、任せられるみたい。っていっても、アタシの顔を定期的に見ないとグズる甘えん坊だから、任せっきりにはしないけどね」

とは、銀の談である。




　家には使用人を派遣し、学校では遅刻しても便宜をはかってくれる。

クラスメートにも、須美達三人は、神樹様にまつわる大事な役目をしている、という旨は大赦から通達されている。

それでもいつも通り接してくれる神樹館の皆に、須美達は感謝していた。

　訓練場に向かう車の中で、三人はクラスの友達の話などをしていた。

「私、岡本さんが履いてる靴とか持ってる小物とか可愛くて好きでいつも見てる〜」

「岡本はオサレだよね。同年代か疑わＣ」

「そうかしら……？　よく分からないわ」

「須美は、服とか全然興味ないんだな。アタシの方がまだ詳しいとかびっくりっスよ」

「わっしーも、可愛い服とか似合うから、いっぱい着てみればいいのに〜」

「園子はそういう服いっぱい持ってそうだな」

「よーし今度、私の家でわっしーの着せ替え大会をひらこう〜」

「そんな大会棄権するわ」

「とかいいつつ、満更でもない鷲尾さん家の須美さんであったとさ、イヒヒ」

「〜〜！」

「うはは、冗談だって須美。叩くな叩くな」

「貴方達、いつのまにかすっかり仲良しね」

運転している担任教師が、話しかけてくる。

「一応便宜的に、三人の中で隊長を決めておかなくちゃいけないの。乃木さん、隊長頼めるかしら？」




「え、わ、私……ですか〜」

園子がちらりと須美を見る。

須美も、意外な人選に驚いてた。

須美としては隊長とくれば、すっかり自分だと思って、

お引き受けしますという答えを出す用意をしていたほどだ。

須美の自尊心がちくりと痛んだ。

確かにこの前の戦いでは矢が通じなかった。

涙も流してしまった。

とはいえ、普段三人をとりまとめているのは己だという自負が須美にはあった。

（どうして私ではなくそのっちを……あっ）

須美は察した。

乃木家という大赦において絶大な権力を持つ家柄を。

乃木に比べれば鷲尾も三ノ輪も格が下だ。

家柄を考えての人選なのだろう。

もっとも、須美自身、生まれはその鷲尾よりも、下の家柄なのだが。

（そのっちも……大変な立ち位置にいるのね）

「そのっち、私はその意見賛成よ」

須美は笑顔を返した。

「アタシじゃなければ、どっちでもいいよ」

「二人とも…わ、私にできるかなぁ〜」

「で、隊長を決めた所で貴方達に通達。さらに連携を深めるために、今度の三連休、大赦が運営している旅館で合宿してもらいます」

「効率的に鍛えられますね、助かります」

「合宿……うわぁ、お泊まり会だ〜やった！」

「そりゃ楽しみだ、いよいよ夏だし。なんだかワクワクしてきた！」

須美と二人の温度差を、担任教師はある意味、頼もしく感じた。

少女達が真面目すぎても、お役目の重さに潰される。

そういう意味では、鷲尾は苦労するだろうが、いいチームであると。




　　──そして、勇者たちの合宿がはじまった。

少女たちは、道場でみっちりと鍛練を重ねる。

基礎体力から技の型まで、全てその道の達人が指導にあたっていた。

少女たちの自由時間は、夜の鍛練後、入浴時間からである。

ここから就寝までは、自由に過ごせる。

朝は五時起床なので、夜更かしは出来ないが。

三人は、温泉にゆっくりとつかっていた。

「バランスのとれた食事。激しい鍛練。そしてしっかりと睡眠。

勇者というか体育会系の合宿と全く同じだわコレ……なんかこう、超必殺技をバーンと授けるようなイベントはないのかね？　須美」

「基礎はとにかく重要だから仕方無いわ銀」

「なんだか私、少し筋肉ついてきたかも〜」

「やれやれ。強くなるのはいいが、これから成長する女の子がこなすには、イロンな意味で厳しいメニューだ。悲しー」

「銀、文句が多いわよ」

「そりゃ既に色々成長している鷲尾さん家の須美さんは余裕あるでしょうよ」

「成長……？」

「その胸、クラスで一番大きいんじゃない」

「銀！！！！」

須美が銀につかみかかる。




　銀が、須美の手を摑んで応戦した。

「事実を言ったまでだね！　むしろ大きいくせに照れてるとか贅沢言うなー！」

「まさか、反対に怒るとは……」

「こんにゃろ！」

銀がお湯を須美にかける。

「な、なんて行儀が悪い……」

「そんな行儀なんて知るか！　それそれ！」

銀のお湯をかけてくる攻撃を、須美は耐えた。

「子供のいたずらだわ……耐えるのよ須美」

「あぁ子供だからな、続けるよ。ほれほれ」

「くっ！　このっ！　もう我慢できない」

「沸点ひくいなー須美」

「うるさい、えいっ！」
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銀にお湯をかけかえす須美。

「ぶわっ、へへ、お行儀悪いんだ」

「もう〜温泉にはゆっくり入ればいいのに〜」

園子の肌はつやつやになっていた。




　夜も更けて、就寝時間になっても、銀はすぐに寝なかった。

「お前ら、簡単に寝られると思ってる？」

「私はいついかなる時でもすぐ寝られるよ〜」

「明日も早いのよ銀、ほら目を閉じなさい」

「いやだ」

銀は優等生の意見をけろりと拒否した。

須美は銀を教育しようと立ち上がるが……。

「好きな人の言い合いっこしよう！」

その銀の意外な一言で、闘志は消え去った。

「銀、好きな人って…」

「も・ち・ろ・ん。お父さんとか身内で濁した奴は、勇者の称号剝奪な！」




「そ、そういう銀はどうなの？」
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須美は自身でも驚くほど、この話題にくいついていた。

「どきどき〜……」

園子も、期待に目を輝かせている。

「いない！」

銀はドヤ顔で言い放った。

「それはずるいよ〜」

園子は抗議するが、須美は安堵していた。

自分以外にも、いない、という意見があったのだから。

「私もいないからおあいこね。そのっちは？」

須美はけろりと自分の番を流した。

「ふ、ふ、ふ。私はいるよ〜」

そのあっけらかんとした返事に、銀と須美がぐぐっ、と身を寄せてきた。

「おおっ！　コイバナきたんじゃない？」

銀のテンションがさらにあがる。

「だ……誰？　クラスの人？」

須美は何故だか緊張している。

「うん、わっしーとミノさん」

ぱぁっと華やいでいる園子の台詞に反比例して、

銀と須美のテンションは落ちていった。

「……そうだと思ったわ」

「女子が三人揃っていいのかね、これでさ。もっとこう、燃えるような…」




　その時、三人は、時間の停止を体感した。

「燃えるような戦い、か……ハァ……。こんな時にバーテックスとか勘弁してよ」

「ぼやかないの。隊長、号令を」

「え、ええと出撃〜」




　旅館から飛翔し、大橋に到着した須美達は、

いつものように橋の中央で敵の襲来を待つ。

唯一四国と向こう側を繫げている大橋。

そのせいで橋は完全に樹海化されていない。

バーテックスは、ここを通ってやってくる。




　まもなくその異形が姿を現した。
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「来たっ、おぉ今度はなんかビジュアル系なルックスしているね」

「と、尖っていて強そう〜」

「矢で攻撃してみるわ」

須美が、気合を込めて弓を引き絞る。

それと同時にバーテックスは橋にずしん、とその巨体をおろした。

四本の牙のような部分が橋に思いきりめりこんでいる。

「今回こそ……!!」

須美が矢を撃ち込む。

竜巻のような螺旋力を纏い、標的に向かって飛んでいく矢。

バーテックスは、小刻みに振動をはじめた。

それと同時に大橋が、樹海が、世界が、グラグラと大きく揺れる。

「地震、あいつが起こしているのか!?」

ぎいん、と鈍い音がする。

須美の矢は、その振動で弾かれてしまった。

「う、また通じないというの……？」

「落ち込んでる暇はないよ、わっしー！　この地震を止めないと！　敵に近づくよ〜！」

「え、ええ」

すぐに気持ちを切り替えて、須美は敵に向かった。

するとバーテックスは橋から牙を抜き、空に急上昇をはじめていく。

「なんだ？　地震は止まったけど……このまま逃げる気か!?　降りてこいコラァー！」

月の光を受けて敵の体が鈍く光る。




「！　ミノさん、敵が何か仕掛けてくるよ！　斧で防御して防御〜!!」

「えっ……んなっ！」

バーテックスは上空から、雨を降らした。

正確には雨と形容できるほどの光弾。

それが降り注ぐように繰り出されてくる。

「避けたら橋も樹海もやばい！　上っ等!!　野球は結構好きなのよね!!」

銀は二つの斧を踊るように操り、光弾を上空に弾き返していく。

空に向けて飛ばし返せば、樹海に被害はない。




「敵を撃ち落とすぐらいはしなければ……！」

須美は地面に膝を立て、弓を上空へ構えた。

闘気に、ゆらりと空間が揺れる。

その弓使いの目に、信じられない光景が飛び込んで来た。

バーテックスが、すかさず次の攻撃手段に移行している。

「銀、大きいのがくるわよ！」

須美の叫びと同時だった。

今度はレーザーじみた怪光線を真下に向けて垂直に撃ち込んできた。

ちょうど銀がいる位置めがけて、である。

銀が、二挺の斧をあわせて盾がわりとして、その光線を受け止める。

「んぐぐぐ……！　こ、これはキツイ」

照射の的になっている銀は、なんとかその光を受け止め続けている。

「ミノさん、その光線どれぐらい受け止められる〜？」

「あ、あと十秒っ……!?　き、気合をだせば、じゅっ…十二秒ぐ、ら、い、は……」

既にギリギリそうな銀の声。




　須美の頭の中では高速で思考が展開していた。

（どうする!?　銀を助けて一度間合いをとって、体勢を建て直すか……それとも一気に攻め込むか、でもそれじゃ銀が）

「なら、私とわっしーで、上空の敵を叩くよ〜！　行こう、わっしー!!」

言うが早いか、園子は照射を受ける銀を置いて上空の敵へ跳躍していった。

須美が、すぐに園子へ続き跳躍する。

この間でも、既に数秒。

銀の限界はすぐそこに来ている。

空気を裂いて急上昇する中、須美は飛びながら今度こそ標的を仕留めんと弓を構えた。

もう時間が無い、銀が消し炭にされてしまう。

「わっしー！　狙うのは胴体じゃないよ〜」

園子の声が聞こえる。

園子が指さす先は、敵の胴体ではなく─。

「なるほど……過激な事を考えるわね！」

渾身の力を込めた矢が、弦から放たれる。

狙うべきは怪光線を射出し続けている、その発射口。

須美の大砲めいた矢は、斜めから射出口へ潜り込んでいった。

大爆発とともに、バーテックスが弾け飛ぶ。

「やった……」

「後は任せて〜…!!」

園子は勢いよく、弱ったバーテックスに突撃する。

内部から壊れてボロボロになっている異形の体に、容赦なく空間を斬り裂くような、槍撃の嵐を繰り出した。




　なりふり構わぬ必死の攻め。

「ここから、皆の場所から出ていけ〜!!」

攻撃を撃ち込む轟音が、空に鳴り響く。

ダメージを受けたところから、バチバチと火花を散らすバーテックス。

よろよろと、空から下へ下へと落ちていく。

須美も、園子をサポートするように無我夢中で矢を撃ち込んでいく。

一発、二発、三発、四発、五発…！

完全再生の隙など与えないとばかりに両者の攻撃が降り注ぐ。

気がつけば、壁の近くまでバーテックスを押し戻している。

バーテックスは、それでも体を回復させると逃げるように壁の外の空間へ出て行った。

「……いったかな〜？」

「みたいね……」

「も、戻ってこないよね〜？」

「念のため５分待ってみましょう」

園子と須美は、壁の前で虚空を睨むようにして構えていた。

「戻ってくるなら……射ぬく！」

その気迫に押されてか、敵が戻ってくる事は無かった──。




　樹海化が解除され、気づくと須美達は大橋が見える公園にいた。
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公園に設置されている祠が淡く光っている。

神樹が、戦闘後の須美達を移動させてくれたのだ。

四国が樹海化している間、現実世界の時は流れない。

つまり今も、夜更けだった。

三人は大赦に連絡して迎えを待つ間、芝生にぐてーっと倒れていた。

戦いの後は、いつも疲労でボロボロである。

「ミノさん、大丈夫？」

「なんかこう、腰にくる戦いだった……。上空から来るビームを防ぎ続けるとか、地味すぎる……しくしく」

「この間大活躍だったし、いいじゃない〜。それにああして攻撃を受け止めてくれていたから、私が攻め込めたんだもん」

「そのっちは……あの短い時間でよく決断できたわね、攻め込もうって」

「だって銀ちゃんが十秒持つって言ったんだから、十秒は持つじゃない？　それぐらいあれば、なんとかなると思って〜。火力ある敵だから長引かせるの危険そうでさ」

「……！」

銀への揺るぎない信頼。

敵の特性を把握しての、攻めへの果断。

園子が決断した時、須美はまだ迷っている最中だった。




（そうか……先生は、見抜いていらしたんだ）

園子は普段は少し頼りないが、いざという時の決断力と判断力、閃きは三人の中で一番だ。

それに比べて須美は、ここぞという時に迷いがある。

須美は園子が家柄関係無く、本人の素養によって隊長に推された事を理解した。

須美は、己の欠点を棚にあげて隊長に選ばれなかったのは家柄のせいだと決めつけ、大人びた納得の仕方をした自分に軽く酔ってすらいた。




「そのっち……凄いわね」

須美は、深く深く己を恥じた。

「貴方こそ、隊長よ、本当に」

「ね。ここぞって時にやってくれる！」

「あは、あははは〜」

園子が照れている。




（普段は私がしっかりとサポートすればいいだけの事ね……園子の器量なら、そうしている間に、いずれ立派な隊長に……）

須美は、自分の役割を認識した。

（この隊長を立派に支えてみせる）

そして新たな使命に燃えはじめた。

「須美が熱い瞳でお前を見つめているぞ園子」

「な、なんだか視線をそらしたら襲われそう。よ〜し、見つめ返すぞ〜！」

熱心に見つめ合う二人。

須美が、がしっと園子の手を握った。

「はうっ〜？」

「何かがまとまったらしいな須美の中で」

「そのっちは……園子は私が育てるわ」

「そ、育てる〜？」

「あはは、なんじゃそりゃ！　母親!?」

銀がゴロゴロと笑い転げた。

　迎撃され続けた知能ある生命体が、どういう行動をとってくるか……

少女たちはこの時点で、知る由も無かった。


（３話完）



























　乃木家、園子の部屋。

「こ、これは……やっぱりアタシには……似合わないんじゃ、ないだろうか……」

「そんな事ないよ〜。ねぇわっしー」

「ええ、とても似合ってるわ銀（カシャ）」

「うおい！　やめろ須美、撮るな」

「あー。私も私も、撮影会〜」

園子が、わたわたと端末を取り出す。

「だぁー。はい終わり、もう終わり！」

「あぁ〜脱がないで、私まだ撮ってない〜」

「後で画像を送っておくわ、そのっち」

「くぅ[image: ]。須美を着せ替え人形にしようと思ったのに、どうしてこうなった」

須美と銀は、園子の家に遊びにきていた。

そして、園子のフリフリの服装を須美に着せようと銀が提案したとき。

「でも……この服、銀も似合うと思わない？」

須美は前もって考案しておいたカウンターをお見舞いしたのだった。

「ワッツ？　何をありえない事を……」

「思う！　この服とか、ミノさんが着ても、凄く可愛いよ〜」

「いやいやいやアタシこういうの着たことないし、スポーティーな感じで売り出してるし」

「じゃあ今こそ可愛い系に挑戦ね、銀」

「ミノさんの更に可愛いところ見てみたい〜」

「くぅ、須美が着る流れだったのに、どうしてこうなったんだ……いや、まだ手はある！　じゃんけんだ。じゃんけんで負けた方が着る事にしよう」

「いいわよ。……では私は最初にグーを出す」

「心理戦!?」

こうして、ペースを乱された銀は敗北し、罰ゲームとして、フリフリ服を着るに到る。

「次の服にいきましょうか、そのっち」

「うん。まだまだ沢山あるんだよ〜」

「いやいやアタシのお着替えタイムはもういいから！」

「えー。あんなに可愛かったのに〜」

「そうよ、可愛かったわ」

「か、可愛い可愛い言うな〜!!」

銀は顔が真っ赤になっていた。

ベッドの中に避難して丸くなった銀を、須美や園子が追い打ちしていた。

「「か・わ・い・い・!!」」

乃木家の使用人達は、園子の部屋からこぼれる談笑を、微笑ましく聞いていた。




　神樹館。

一日の終わり、帰りの会では、生徒皆が心持ちソワソワしている。

早く遊びたい子供心と、先生の話は聞かねばという神樹館特有のモラルの高さが、ぶつかっているのだ。

須美のクラスでは、担任教師が遠足の説明をしている。

窓から吹き込んでくる爽やかな海風は、七月の暑さを中和していた。

須美は背筋を伸ばして、説明を聞いている。

うとうとしている隣の園子を時々、視線で注意しながら。

園子を立派なリーダーに育てるべく責任持って管理している須美だが、もう一人までは席が離れていて、注意するには射程距離外だ。

（銀……先生の話はちゃんと聞いてるでしょうね）

須美がチラリと銀を見る。

彼女は目を開いて行儀良く座っていた。

しかし、その目の焦点が定まっていない。

おそらくイメージトレーニングの真っ最中だ。

聞いている態ていは保っているから、後で軽く注意ぐらいでいいか、と須美は思った。

ちょっと前ならこれが注意では無く説教になっていただろう。

自分が少しずつ丸くなっている事を須美は実感していた。

（それにしても遠足……大丈夫なのかしら）

なにせ、わずかではあるがこの土地を離れてしまうのである。

お役目に支障が出るのではないだろうか。

須美は放課後、鍛練が終わった後に、この悩みを仲間達二人に打ち明けた。

「アハハ、須美考えすぎ」

シャワーで汗を流した後、服を着ながら、銀は須美の悩みを笑い飛ばした。

「でも、遠足している最中にバーテックスが来たらと思うと……」

「勇者になれば、少し離れていても大橋まであっという間に到着するから大丈夫だよ〜」

「確かにバーテックス達はいつ来るか分からないのがむかつくけどさ、考えすぎてちゃ、何も出来なくなるよ。例えば疲れている今、この瞬間、バーテックスが来たらどうしようなんて思ってしまえば鍛練もできなくなるし、夜、深く眠ることだって難しくなる。そう思わないかね、鷲尾君ちの須美ちゃんは？」

銀の台詞に、須美がなるほどと頷く。

「……確かに、分かるわ銀」

「だから、でーんと構えて遠足楽しもうよ〜わっし〜」

「そう、でーんと構えてな。アハハ」

「……二人の精神力が、眩しいわ……」

「てなわけで遠足の班は、アタシ達３人ね」

「ミノさんは、松井さん達の班じゃ無くていいの〜？」

銀が休み時間に、時々サッカーなどをして遊んでいる女の子達だ。

「あぁ。もうまっつんには話しておいたよ。アタシは、この班がいーんだ」

「ミノさん……」

一人の事が多かった園子にとって、このなにげない銀の台詞は、嬉しかった。

「汗流したばっかりなのに、ひっつくなー」




　それから数日後の、昼休み。

給食を食べ終わった後、須美は他の二人を自分の机に呼び寄せた。

「二人には、これを渡しておきたくて」

須美は分厚いプリントの束を、どさっと二人に差し出した。

表紙には〝遠足のしおり〟と書かれている。

「……須美さん、何スかこれは」

「見ての通り、私達の班のしおりよ銀。データ版は、今、二人の端末に送っておいたわ」

「オフゥ。これ、わざわざ作ったんか須美」

「遠足……楽しんでいいと思うと、少し張り切って夜更かししてしまって……予定よりずいぶん量が増えたわ」

汗をぬぐう所作をする須美。

「わっしーは凝り症さんというか、のめりこむタイプだよね〜」

「いやー将来須美の旦那になる奴は果報者だけど、色々と大変そうだな」

「何でそういう話になるのよ」

「この三ノ輪銀のような男がいればなー」

「……軽薄そうね」

「須美はちょいジメジメした所があるから、ぐいぐいリードしてくれる相方がいいと思う」

「人をキノコみたいに言わないでくれる？」

「私のような男の子でも〜わっしーを包んで……あげられないかな〜ごめん」

「ともかく、このしおりに従えば遠足の用意は万全！後は雨が降らないように神樹様にお祈りしておくぐらいかしらね」

「あ、じゃあ私がてるてる坊主も作っておくよ〜。それぞれ三人をモデルにして〜」

「でも吊されるわけだからな……シュールじゃないか」

そんな事を話しながらも、遠足に思いを馳せる三人だった。





[image: ]






　神樹館の遠足場所は、須美達の街から少し離れた場所、県庁所在地にある。

国内最大級の庭園や、裏山にあるアスレチックコースなどが目玉だ。

最大の観光地なので、行った事がある生徒も多かったが、それでも皆はしゃいでいた。

須美達も例外では無い。

最初は銀の希望で、勇者御一行はアスレチックコースに来ていた。

「勇者ならさ、遊び場のアトラクションぐらい全クリしなくちゃあね」

などという銀の謎理論は置いといても、鍛練が無いので体を動かすには丁度いい、と須美は思った。

「えへへ。昔の私なら置いていかれたかもしれないけど、今はひと味違うよ〜甘口じゃなくて、ビターな私だよ〜」

「よく言った園子。それでこそ男だ」

「先に行くわよ銀」

「あ、突っ込まずに行くとは、待て須美」

三人は今の服でも遊べるコースを軽々と踏破していく。

実戦と訓練の連続で、須美達の体は、その華奢な外見からは想像できないほど漲みなぎっていた。

中学生向けのコースですら、クリアしている

三人の身軽な動きに、部外者は驚いていた。

「あわわ、ゆ、揺れる〜！　揺れる〜！」

もっとも園子だけは、時々苦戦していたが。

「二人とも早いよ〜ちょっと待って〜！」

「どうした園子、最初の張り切り具合は」

「うぅ〜よく考えれば、わっしーとミノさんが相手じゃ、一緒に戦ってるから伸び具合は同じであって……結局ビリだ〜」

「ぼやかないぼやかない。ほらもうちょい」

園子が、えーいと駆け込むようにゴールすると、銀がその体を抱きとめた。

「よしよし、よく頑張りました」

銀が園子をわしわしと撫でた。

「うぅ〜次は並んで走れるようになるよ〜」

すると、須美がぐいぐいと二人の間に割り込んでくる。

「何してんだ須美」

「仲良くしているから私も、と思って」

「犬かお前は」

「きっと、わっしーもミノさんに頭撫でられたいんだよ。うまいもんねミノさん」

「なんだ甘えん坊さんか。よしよーし」

「……」

須美は何も言わずに目を細めていた。

次に、園子の提案で商工奨励館へ。

ここでは、工芸品を自分で体験制作する事ができる。

園子と銀の立場は、アスレチックの時と、完全に入れ替わっていた。

「うぬぬ。器用にできない自分の手が憎い」

「そんなことないよ、ミノさんのも素敵〜」

「そのっちの作品は……なんというか、凄すぎて溜息しかでないわ」

「え〜思ったままを表現してるだけだよ〜」

「でもスタッフさん達なんか、皆ビックリして、園子の手元に注目してるぞ」

「そのっちの独創的な発想、分けて欲しい」

「須美の作品は、サンプルとそっくりだもんな。そこを行くとアタシはほら、アレンジを加えている」

「サンプル通りに作れなくて、開き直って色々やったせいでしょう」

「……やっぱ分かるか、アハハ！」

豪快に笑い飛ばす銀。

それでも、型どおりの自分のより銀の奔放な作品を、須美は少し眩しく思った。

結局、園子の作品は展示したいから、譲り受けたいと、商工奨励館にお願いされるレベルのものが完成していた。

最後は、須美の提案で日本庭園を散策する。

「素晴らしい景観ね……日頃の疲れが癒されるわ」

和の美しさを前にして、須美がうっとりと目を細める。

「確かにいい眺めだけど、ここが一番楽しみとは、なんというか流石さすが須美だ」

「わっしーは少し丸くなった気がするけど、ここはブレないね〜」

「では２人に、ここがどれだけ素晴らしい場所か、教えてあげるわ」

銀と園子の手をしっかりと握って、須美は微笑んだ。




　帰りのバスの中では、めいっぱいはしゃいだ子供達が寝息を立てている。




　鍛えている勇者達３人も例外では無かった。

やがてバスは何事もなく神樹館へ。

夕暮れの中、三人は帰途についた。

「あ〜楽しかったね〜」

園子が珍しくハイになっている。

「バスの中でたっぷり寝たから元気全開だ」

「明日は、お休みだね〜。半日は鍛練として後、半日はどうしようか？」

「そうね……」

須美は、何をして遊ぼうか考えた。

この二人となら、きっと何をしても楽しい。

「よし、じゃあアタシのとっておきイネスフルコース巡りにご招待！」

その時、いつもの違和感が三人の体を襲った。

時間が止まり、世界が樹海化する前兆だ。
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「ご招待したいのはバーテックスじゃないんだけどねぇ」

「も〜せっかく楽しい遠足だったのに〜。最後の最後でコレなんて無粋ってやつだよ〜」

「遠足終わった後に来た分、まだマシじゃん」

「家に帰るまでが遠足なのよ、銀」

「先生か！」

「じゃあ、いくよ〜！！」

本人にしては気持ちをこめた方なのだろう。

リーダーである園子の号令で、三人は端末を手に取り、勇者へとその姿を変えた。




　須美達三人は、大橋の上で敵を待ち構える。

いつものように、世界は樹海化していた。

「だんだんこの光景も見慣れてきたなぁ」

銀は準備体操をしながら、大橋から見える景色について、そんな脳天気な事を言う。

「油断しないように銀、そういう時が……」

「一番危ない、でしょ？　分かってる須美」

「なんだかミノさん、最近わっしーに注意されるような発言を、わざとしてるみたい〜」

「アハハ、なんだかクセになってさ」

「勘弁して欲しいわ」

などと口にしたが、本気でそう思っていない。

互いがリラックスするための、他愛ない会話。

今の須美にはそれを受け入れる余裕が出来た。

そうこうしているうちに、敵が現れる。

「！　来たよ〜。え、ええええ？」

園子が驚いた理由は、すぐに判明した。

向こう側から、〝二体〟の敵が進軍してくる。

異様なフォルムをしている巨体が並び立ち、ゆっくりと進む様は、あまりに威圧的だ。

「あちゃあ、同時に二体……そうだよなぁ。律儀に一体ずつ来る必要ないよなぁ」

「バーテックスは単独行動が基本と聞いていたけれど……」

四度目の実戦である。

場数を踏んだ須美は心を落ち着けていた。

想定外の出来事とはいえ、力を合わせれば、乗り越えられると、心を切り替える。

「驚いたけど、大丈夫だよ〜。私とミノさんがそれぞれ一体相手するから、わっしーは遊撃で、援護してね」

須美が思考中だった戦法を、園子は既に言語化、伝達していた。

なんと頼もしいリーダーであろうか。

「流石ね、そのっち。了解！」

「じゃあアタシは、気持ち悪い方と戦う！」

「どっちの敵も気持ち悪いと思うんだ〜！」

銀が突撃し、すかさず園子も続く。

須美も、矢をつがえた。

（苦戦している方を重点的に……。まずは交互に援護する……！）

銀の敵は、尾に大きな鋏はさみがついている。

それを雷のように振り下ろしてくるが、銀も力負けしていなかった。

「この敵シンプルでいいね、アタシ向け！」

銀は二つの斧を豪快に操り、バーテックスとの間に激しい火花を散らしている。

タイミング良く飛んでくる須美の矢を信頼しながら、攻撃重視で敵を押し込んでいく。

園子の敵は、やたらに長い尾と、その先端についている鋭利な針が特徴的だ。

その尾を、うねうねと自在に操り針を突き立てようと猛攻を仕掛けている。

園子は、相手の動きを落ち着いて観察し、まずは尾の針を捌くことに注力する。

「よっぽどその針を当てたいんだね〜。じゃあ、針だけは、命中しないようにするよ〜」

園子の槍の穂先は幾重もの刃からなる特殊な形状をしており、面積が普通の槍より広い。

敵のトリッキーな攻撃に対しても、穂先をあわせて防ぎやすかった。

園子は、須美の援護射撃で敵が怯んだ時のみ、攻撃に切り替えて攻め込むといった動きを繰り返し、バーテックスを後退させていく。

（二人とも、鮮やかね……！　このまま行けば勝てる！　敵が二体であろうとも!!）

的確な援護を続ける須美が勝利を確信した時。




　それは、天から降ってきた。
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「!?　上から何か来る!!」

そう須美が叫んだ瞬間。

幾千の光の矢が、どしゃぶりの雨のように、須美たちめがけて、一斉に降り注いだ。

「これ広域だ！　逃げられない〜！」

園子は咄嗟に槍を頭上で回転させ傘代わりとする。

須美もすかさず園子の隣に滑り込んだ。

緊急時の対応法だ。

銀も斧を交差させて、しっかりと上からの矢を防いでいた。

しかし、その上空からの謎の攻撃と同時に。

二体のバーテックスも、この矢の雨の直撃を体に浴びながら。

その回復力に優れる特性を活かして、高速再生をしつつ。

強引に、少女達に攻撃を仕掛けてきたのである。

想定外の、逃げ場のない矢の雨をなんとか防いだ彼女達だが、さらに横からの同時攻撃には、対応しきれなかった。

「うぁぁぁあああああっ!!」

その叫びは、三人のうち誰のものだったのか。

異形の怪物・バーテックスの攻撃をまともに受けた少女達三人の体が、宙を舞った。

橋の上にどさりと崩れ落ちる、勇者の体。

「あ……あぁ……ぁぁ……い、痛い……」

体中を襲うあまりの激痛に、須美は呻いていた。

どこをやられたのか、全く分からない。

「げほっ、ごほっ、ごほっ……」

園子の苦しそうな咳が聞こえてくる。

「た、立てるか……須美、園子……？」

銀が、よろよろと立ち上がるのが見えた。

須美は、立とうと体に力をいれた。

とたんに、今より倍の痛みが体を駆け巡る。

返事のかわりに、須美は血をはいた。

園子も同様のようだ。

痛みに苦しむ須美の視界に入ったものは。

二体に合流する、三体目のバーテックスだった。

さらにもう一体が、存在したのだ。

はじめから、敵は三体で襲ってきていた。

それが、先程の援護射撃の正体。

己の再生能力を見事に活かした、あまりに連携がとれた攻撃。

バーテックスは思ったより、遙かに高度な知能を持っているのかも知れない。

矢の直撃を浴びた二体の体が、みるみるうちに修復されていく。

須美は覚悟した。

完全に治り次第……おそらく数秒後。

すぐにバーテックスは進軍してくるだろう。

そうしたら、進行ルートで横たわっている自分達は、確実に〝死ぬ〟。

勇者である須美達も、回復力は強化されている。

しかし、瞬間的に回復していくバーテックスの治癒速度と比べれば、あまりにも遅い。

「動けるのはアタシ一人か……。こりゃあとるべき道は１つかな」

銀は、三人の中で一番の接近戦仕様だけあって、勇者としての防御力が二人より高かった。

そのため、二人と違ってまだ活動可能である。

銀は、二人を抱え上げた。
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「よっと……園子より須美の方が重いかな」

「何を言っているの……銀……こんな時に」

「ミノさん、どうするつもり……」

「勇者が逃げたら世界は終わっちゃうから、ここは頑張るしかないっしょ」

銀が、二人の手をぎゅっと握った。

「……銀？」

そして、銀は二人を大橋の上から。

「アタシに任せてアンタ達は休んどいてよ」

海へ向かって、放り投げた──。

「！　なっ!?」

「ミノさん……!!」




「またね」

いつもの下校時のような気軽さで。

銀は、二人に別れの言葉を告げた。

「ぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいん！！！！」

叫びながら、二人は落ちていく。

やがて園子と須美の姿は、完全に闇に消えた。

「さーて、と……」
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一瞬だけ強く握った両手のぬくもり。

それを嚙みしめて、己の武器である斧を拾う。

バーテックスは、既に再生を終えて、進軍を開始していた。

少女の前に、三体の異形が迫る。

「ここは任せろって言った以上……責任持たないと、かっこ悪いからね……いっとくかァ！！！！！！」




　銀は、弾丸のような速度で、鋏のバーテックスに突撃した。

先程の立ち合いで、この敵の弱点は分かっている。

鋏の部分は堅牢だが、胴体の部分はそうでもないらしい。

須美の矢で特に怯んでいた場所に、力強く斬撃をくわえる。

中央のバーテックスが、矢を放ってきた。

銀は、鋏のバーテックスを盾に使って、その矢を凌ぐ。

死角から、長い尾を持つバーテックスの針が襲いかかる。

銀は、斧を交差してその針を受け止めた。

そしてすぐさま、その敵の胴体に向けて突撃する。

中央のバーテックスは、なおも援護するように光の矢を射ってきた。

ここで動きを止めては、結局三体に押し込まれてしまう。

銀は意を決して、急所に刺さらないよう体をひねる程度の回避運動だけに徹した。

体のあちこちを、光の矢が切り刻んでいく。

それでも銀は突進をやめなかった。

長い尾のバーテックス、その胴体に密着し、斧による乱舞を当てていく。

相手の抵抗による攻撃の数々は、致命傷のもの以外は、完全に無視を決め込む。

そうして、防御を大きく捨てる事により、銀は苛烈なる攻めを展開することが出来た。

「化け物にはわかんないでしょう、この力！」

銀は体にダメージを蓄積しながらも、たった一人で三体を押し込んでいく。

「これこそが！　人間様の！　気合ってやつよ!!」

激しく吼えながら。

二つの斧を振るいながら。

踊るように三体を次から次へと攻撃していく。

常軌を逸した銀の猛攻に、異形は怯んだのか。

少しずつ、少しずつ、三体はその巨体を引き返していく。

「このまま……出て行けぇぇぇ！！！！」

銀の脳裏に、家族の顔が去来した。

赤ん坊の弟。

今ごろ、すやすやと眠っているだろうか。

愛情こめて育てて、忠実な姉の手下にしようと思っていた。

いつか、自分の活躍を聞いたら、お姉ちゃん超かっこいいって言ってくれるだろうか。

光の矢が、動きを止めるように、銀の足を貫いた。

バランスを崩して、倒れそうになる。

しかし踏みとどまった。

倒れている暇などない。

歯を食いしばって、少女は攻撃を続ける。

とっくに限界を迎えているはずの体は、不思議と、まだ動いてくれている。

視界が霞んできた。

攻撃をやめるわけにはいかない。

須美、園子、家族、弟、学校、友達。

皆を守るんだ。

無我夢中に、斧を振り回す。

言葉にならない銀の咆哮が大橋に木霊する。

やがて、銀の意識は白い光の中へ飲まれていった。

　須美と園子が、大橋を登ってくる。

二人の傷は、動けるまでには回復していた。

須美の全身を嫌な予感が包んでいた。

敵が三体いるにしては静かすぎる。

道路の部分までよじのぼると、そこには誰もいない。

ただ血痕と破壊跡だけが、壁の方へと続いている。

敵が銀によって、壁まで押し戻されている証拠だった。

「銀……！」

「いこう！」

二人は、痛みの走る体に鞭を打ちよろよろと駆けていく。

（銀……すぐいくから……援護ぐらい、やってみせるわ！）

（リーダーのＯＫとらずに作戦きめるなんてこの戦い終わった後に、お説教なんだから〜）
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二人は、ほどなくして壁の手前まで辿り着いた。

敵の姿がいない。

そこにあるのは、巨大な壁を目の前にして、斧を構えて立っている三ノ輪銀の背中だけだった。




「銀！！！！」

安堵の気持ちが須美と園子に広がった。

二人は、胸をなで下ろし親友に近づいていく。

「ミノさんが……追っ払ってくれたんだね、凄い、本当に……凄いよ〜」

「もう樹海が解けるわ。戻ったら病院に行かないとね……！」

言葉をなげかけていく二人。

銀からの返事は来ない。

「……ミノさん……？」

「……銀。どうしたの？」

銀は答えない。

「銀……？　銀!?」

世界を滅ぼす敵が引き返してこないように、壁を強く睨みつけながら。

紅蓮の服を、己の血でなお朱に染め上げて。

少女は立ち尽くしていた。


（４話完）


















　ある初夏の日のこと。

「ほーら、どんどん引っ張るゾ園子」

「わ〜、はやいはやーい！」

銀に浮き輪をぐいぐい引っ張られて、園子がはしゃいでいた。

勇者三人は現在、大たい赦しゃが所有するプールに遊びにきている。（貸し切り状態）

勇者たるもの、基礎体力の向上は必須という銀の意見を採用してのことだった。

「おい須美ー。お前いつまで準備体操してるんだよ」

銀が、プールサイドで飛び跳ねている須美に声をかける。

「そのっち達がすぐに入りすぎなのよ。銀なんて準備体操無しで入るとか、信じられない」

須美が、ぐっ、ぐっと屈伸する。

「水の事故って怖いんだから。ちゃんとしないと。心臓がびっくりするわよ」

「フ〜ム。見て、園子。やっぱり須美は……小学生にあるまじき体をしていると思わんか」

「羨ましい話だね〜。果物屋さんみたい〜」

「ちょっと、どこを見ているの二人とも！」

「親父！　その桃くれ！」

「銀、うるさい！」

須美が顔を紅くしながら、入水する。

「……冷たくて気持ちいいわね……」

「ふと思ったんだけど。もし今、敵が来たらアタシ達、水着で出撃するわけ？」

「あ〜そうなるんじゃないのかな〜」

「倒されたら情けないな……気をつけような」

「水といえば、銀。あなたいきなりバーテックスの水をがぶ飲みしたけど、その後、本当になんともないの？」

「あぁ。今思うとクセになる味だったなぁ。また飲んでみてもいいかも、フフフ」

「常習性のある水なのかしら……にしても丈夫ね、何よりだわ」

「丈夫。それが、とりえさ！」

銀が、ぐっと力こぶを作る。

「でも長時間の勉強だけは勘弁な！」

「短時間でも集中力続かないでしょ銀は」

「ふぁーあ〜……眠くなってきちゃったよ」

園子はあくびをしながら、再びぷかぷかと浮き輪にはさまってプールを漂っていた。

「あ、何かに似ていると思ったらクラゲだ」

「そのっちの前世かもしれないわね、クラゲ」

「でもクラゲには毒があるんだよ〜、痺れるし痛いよ〜私、昔、刺されたもん〜」

「それは大変だったわね、そのっち」

「泳いでたら、ブスリとやられたんか？」

「ううん、浜に打ち上げられたクラゲに刺されたの〜」

「は？」

「お散歩している時、砂浜でクラゲがへにゃ〜ってなっててね、ぷにぷにしてるかな〜と思って触ったら、ビリっときたんだよ〜」

「そ、そうか大変だな、園子も」

「……バーテックスには興味本位で触らないようにね」

「よし須美。いっちょ競泳しようじゃないか」

「唐突ね。いいわよ銀。そのための準備体操」

「お〜恒例の対決だ〜」

「お前の得意な泳ぎって何？　お互い一致してるもので、競おう。私バタフライ」

「私は古式泳法が得意よ」

「コシ……何？」

「古式泳法。他には平泳ぎと背泳ぎかしら」

「クロールは？　速いぞー」

「あまり好きでは無いの」

「バタフライは？　平泳ぎより燃費いいぞ」

「あまり好きでは無いの」

「犬かきは？」

「あぁ、それは割と好きよ」

「須美の好みが時々分からん」

「私も犬かき得意だよ〜見る見る？」

「あぁ、なんか想像できるな園子の泳ぎ」

「ほのぼのしてそうね」

「いくよ〜え〜い」

　ちゃぱぱぱぱぱぱぱぱ！！！！！

「意外と速ッ!!」

「やはり侮れないわね。そのっち」

「脱力しちゃった。普通に泳ぎましょう銀」

「せやな」

　プールをあがると、三人はうどん屋へ。

須美達の土地は、うどん屋の数がとにかく豊富なのだ。

小学生だけでも歓迎してくれる店は多い。

また値段も２００円付近なので財布に優しい。

「しょうゆかけうどんにしようっと〜」

「アタシは梅干うどんだな」

「きつねうどんで」

三人それぞれのこだわりがあった。

慣れた感じで注文していく。

「さーて、作ってもらってる間、アタシ達はオーラをだしときましょ、オイシイうどん、期待してるわってね」

「そうね。うどんを待っている時の基本だわ」

「うんうん〜」

三人は無言で、腕を組んで目をつぶり、オーラを出しながら、うどんの到着を待った。




　銀が、よく味わってうどんを食べている。

「くー。やっぱり美味しいなぁ……」

他の二人も、こくこくと頷いた。

「バーテックスもうどんを食べてみたらいいのにね〜そしたら人類を滅ぼそうと思わなくなると思うんだ〜」

「うどん作戦、噂では一回やったみたいだぞ」
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「えぇ!?　本当に〜？」

「大赦の人が冗談半分に話してたから、ネタかもしれないけどさ。通常兵器がバーテックスに通じない段階で、じゃあ何なら効くんだってことで、色々と試したらしいんだ」

「……その時に、うどん試したんだ〜」

「しかし、現状がこんな風なら、効果は無かったようね、うどん……」

「あぁ、うどん玉をぶつけてみたけど、敵さん見向きもしなかったらしい。そもそも、あいつら食事するか謎だけど」

「う、うどんに見向きもしないなんて〜」

「ますます理解不能の生物たちね…だって、うどんよ？　反応しないなんておかしいわ、ちょっとぐらいは……」

須美達は、いたって真面目に話をしていた。

うどんは、それぐらい彼女達にとって、必要不可欠なものなのだ。

「そういえばさ、二人の将来の夢って何？」

「これまた唐突ね銀、まぁいつもの事だけど」

「コレ聞いてなかったからさ。勇者のお役目だって少女だからこそ、出来るんでしょ？　じゃあ、ずっと勇者は無理だしね」

「普通に考えれば、そのまま大赦に就職でしょう、私達は。そういう家柄なのよ」

「でも他の仕事をしながら大赦、っていう選択肢もありなんじゃないかな〜」

「確かに、そういう人もいるって話だけど」

「じゃ大赦以外で、職につくとしたら何がいいかって質問に変えるよ」

「私は学者ね。古代史をやってみたいわ」

「お、須美さんらしいマジメな答えですな」

「西暦の時代を勉強するの〜？」

「ええ、興味があるわ。銀は？」

「アタシさー。それが意外と無かったんだよね。自分の夢って。スポーツ好きだけど、プロを目指すってほど好きじゃあないし、弟を育てて、自分の子分にしたいけど、それ夢じゃないしさ。だから二人に聞いてみたわけ」

「何か願望とかないのかしら？　可能不可能は置いといて」

「……いや、特には……」

「なんで今照れたのかしら」

「あ、いや、普通に家庭を持つのもアリかなって。でもそうなると、将来の夢が、お嫁さんになるから、なんかそれ恥ずかしいなって」

「恥ずかしくないよね〜」

「フフ、素敵じゃない、銀」

「いやーやっぱ恥ずかしいって。こら須美つっつくな！」

「私はね〜大赦で働きながらも、小説とか書いてみたいかなーって思ったり〜」

「園子の……小説？」

「開始10行目あたりから凄い展開が平然と行われそうね」

「いやでも園子みたいな天然タイプが意外とひとやま当てたりするみたいだからな……」

「まさしく天性の才能だものね」

「二人も私の小説の中に、登場人物として出演して欲しいな〜。優しく頼れるミノさんに真面目で時々面白いわっしー」

「真面目で時々……面白い……」

「つまらないよりいーじゃん」

「そうなのだけれど……私も頼って欲しいわ」

「頼れるキャラ２人もいたら小説のバランスが悪いかもしれないだろ？」

「そうかもしれないけど」

「アタシそうやって、軽くいじける須美の顔好きだわ」

「私も好き〜」

「うぅ……」

最近どうも、手玉にとられる回数が増えてきたような気がする。

口ではいじけていても、須美はそのポジションが割と嫌いでは無かった。

この二人相手なら、なんでも楽しいのだろう。

こうして勇者達は、色々な事を機会を見つけては語り合っていった。

それぞれが全く違う個性だから、互いの意見が斬新で、面白かった。




　気がつけば、あっという間に夕暮れである。

「くっちゃべってると、どうしてこんなに時間がすぎるの、はやいんだろうな」

「ね〜もっとお話したいな〜」

「また明日でいいじゃない」

「そりゃそうだ。楽しかった。またね」

銀が背中を向けて去って行く。

ふと、須美はその銀の背中を見て、なんとも言えない不安にかられた。

明日……？

明日、自分は銀に会えるのだろうか？

「あ……待って、銀、銀!!」

どれだけ呼びかけても銀は振り返らない。




「はっ……」

須美が目を覚ます。

時刻は深夜、場所は大赦の内部だった。

目の前にある棺を見て、須美は現実に戻る。

さっきまで見ていたものは、夢。

楽しかった三人の思い出。

今、目の前に棺があることは夢ではない。

棺の中の銀は、安らかな顔で、永遠の眠りについていた。

たった一人で命を燃やして、三体のバーテックスを押し返したから。

須美と園子を逃がして、体を張ったから。

「銀……」

そっ、と須美が銀の手を握る。

夢の中で温かった手は、こんなにも冷たい。

ついこの前まで、一緒に遊んで、笑って、喧嘩して、戦って……。

須美の目頭に、熱いものがこみあげてきた。

園子は隣で泣き疲れて寝ている。







　明日が、最期の別れの日だった。

























　三ノ輪銀は、お役目の中で命を落とした。

神樹館ではそのように発表されている。

神樹様にまつわるお役目の種類は様々で、中には大変厳しいものがある、という教育を神樹館の学生達は受けていた。

それでも級友が死亡するという事は初めてで、銀のクラスメート達は、ほとんどが泣いていた。

男子の中には、快活な彼女に想いを寄せていた者もいたようだ。




　須美と園子は、ただ呆然としていた。

様々な思いがぐちゃぐちゃに入り交じり、本人達も、何が何だが分からなくなっていた。

万一、敵が来たら戦おうと、須美と園子はそれだけは決めていた。

いくら悲しくても、それで戦えないようでは銀が何のために体を張ったのか分からない。

しかし、とても普段の事をいつも通りにはこなせない。




　雨の中、銀の葬式は粛々と行われていた。

遺影の笑顔が余計に須美達の心を、きゅっと締め付けていた。

三ノ輪の家族から、嗚咽が聞こえる。

銀が可愛がっていた弟は、すやすやと寝息を立てていた。

そして、いよいよ棺の銀と最後の別れの時。

いつもの違和感が少女達の体を襲った。

「──！」

「……これは〜」

時間が止まっている。

樹海化前の現象。

バーテックスが襲来してきたのだ。

悼んでいる時間。

別れの瞬間。

それすらも、敵は踏みにじってきた。

「ああああああ！！！！」

須美の感情は爆発して、吼ほえた。

園子は驚かなかった、同じ気分だからだ。

次に須美の口から出た言葉は実に単純明快。

「許さない」

その思いしかない。

こんな時、気の利いた言葉は出てこない。

「わっしー……いこう！」

「うん……！」

もう、頼れる前衛はいない。

これからは二人で世界を守る必要がある。

だが今、彼女達は不安よりも、ある感情の方が、強く強く芽生えていた。

「私達で……！」

「撃退する！」

怒りである。

須美と園子は、迷うことなく変身した。

「ミノさん、いってくるね！」

「銀……」

友の棺に、出撃の挨拶をして。

少女達は大橋へ向かう。




　二人の勇者が、大橋の上で敵を待ち構える。

樹海化された世界は、いつも通り厳おごそかな雰囲気を漂わせていた。

戦闘を前にして二人は相手への明確な敵意を剝き出しにしていた。

もう戦闘前の会話はない。

こちらを仕留める気満々のバーテックスが、どこから奇襲してくるか分からないのだ。

須美は、大橋の一番高い位置に登り、そこで矢を構えつつ索敵をする。

園子との距離がやや離れるが、この前のように敵にいきなり襲われるよりはマシと、少女達は判断した。

「！　そのっち！　正面から一体来たわ！」

　前方から、一体の大きな異形が出現する。

かなり生物的なフォルムだ。

「他に敵は、いない感じっぽい[image: ]？」

「今のところは……大丈夫！」

敵の数を一体と確認すると、須美は文字通り、天から矢の雨を降らせた。

ひとつひとつの矢がミサイルのような音を立てて、バーテックスを攻撃していく。

園子は、目を見開いて相手の動きを観察しはじめた。
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バーテックスが、身につけている布のような部分を大きく大回転させる。

それはバーテックスを守る盾だった。

たちまち、須美の矢は全てその布のような部分に巻き落とされてしまった。

「それがどうしたっ！」

須美は次々と矢を発射していく。

バーテックスは、応じるように、矢を器用に巻き落としていくが──。

「はぁぁああぁああああ！！！！」

須美は、またしても吼えた。

吼えつつ、連射を続ける。

無理をしている指からは血が流れていた。

だが体中が血だらけだった銀は、この何十倍、何百倍も頑張ったはず。

これしきが、なんだ。

そんな須美の気迫に応えるように、彼女の脳は軽くリミッターを外していた。

手数で負けたバーテックスに、矢が命中していく。




　次第に釣瓶打ちされていくバーテックス。

矢の威力を前に、体が次々と砕かれていく。

「わっしー……凄い……私も……」

友の裂れっ帛ぱくの気合いをこめた掃射を目の当たりにして、園子は丹田に力を籠める。

異形は、矢の雨に撃ち抜かれながらもその巨体を少し後ろに傾けた。

須美は射撃しながらも警戒する。

攻撃を食らいながらも無理矢理ねじこんでくる反撃がバーテックス戦で一番恐ろしいと、骨身に染みて分かっているからだ。

異形は、尻尾と思われる部分から、何かの塊を射出した。

人間が丸まってるぐらいの大きさはある、その塊は、弾丸となって須美に飛んでいく。

須美は冷静に、飛んでくる塊に対して矢を命中させた。

気合いを込めた矢は竜巻のように、その塊を穿つ。

やがて塊は須美に届くことなく、空中で爆発した。

バーテックスが、続いてその塊を射出していく。

須美も、指の肉が削がれていくような痛みに耐えながら、塊達を矢で迎撃した。
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「私に攻撃と注意を引きつけられたわね」

もう一人の勇者は、この隙を逃さなかった。

バーテックスの懐に、飛び込んでいる。

「いくよ[image: ]！！！！」

園子は、再生をはじめている脆い部分を狙って正確無比に、槍撃を撃ち込んでいく。

矢の雨以上の、豪雨のような槍の連打を前にバーテックスから正体不明の呻き声が漏れた。

次に敵は、布のような部分を稼働させて、まとわりついている園子をなぎ払うように、攻撃を仕掛けてくる。

しかし、須美との攻防を観察していた園子にとってこの布は、開始動作の時点から、攻撃してくると予想がついていた。

ならば、不測の事態に対処しつつ避けるのも簡単なこと。

（遠足の時のアスレチックの方が、難しかったぐらいだよ〜！）

蝶のように舞い、蜂の様に刺す。

その言葉を具現化したような園子の動き。

須美は再度周囲を確認する。

「敵増援無し。援護開始！！！」

須美も園子の動きに合わせて射撃を開始した。

このラッシュに持ち込めば、相手は後退して逃げていく。

勇者達の必勝形態だった。

だがこのバーテックスは、動かない。

（……後退していかない〜!?）

（軽いんだ……二人だけだと攻撃が）

斧による豪快かつ超強烈な一撃。

それがどれだけ敵を怯ませていたかを二人は再確認した。

それでも。

二人が根負けする事は、ありえない。

「勇者は、根性よ！」

友が勇者かくあるべしと背中で語っていたのだから。

須美は指の痛みを耐えて、唇を嚙みしめながら射撃を続ける。

園子は、敵との攻防のさなかで、ふと橋の地面を見る瞬間があった。

赤い痕。

友が己の責任を全うした時に流した尊いもの。

「そうだね、勇者は根性〜！！！」

園子は嚙み合わせた歯にヒビが入りそうなほど力をいれて、槍撃を続けた──。




　数時間後。

バーテックスはもがくだけもがいて、ようやく壁の向こう側へ撤退していった。

少女達は疲労困憊で、橋の上にバッタリと倒れている。

二人とも傷だらけではあるが、致命傷を受けたわけではない。

しかし、一体追い返すために全力を出し切って、まさに精も根も尽き果てていた。

「今日来たのが……一体で良かったわ」

「……うん〜、もし数体来ていたら〜……」

「……」

考えたくもなかった。

何はともあれ追い返す事は出来た。

二人は、安堵しつつも、気絶しないように、心を強く持っていた。

友の見送りがあるのだ。

やがて樹海の結界が解かれていく。

少女たちは、そのまま大橋記念公園へと転送されていった。




　数日後。

治療と検査を終えた後、須美と園子は神樹館の教室に呼び出された。

放課後なので、クラスメートはいない。

担任教師だけが、勇者達を待っていた。

「二人とも……辛い中、お役目ありがとう」

「いいえ。何も出来なかったら、それこそ、ミノさんに申し訳ないですから〜」

須美が頷く。

「今回の戦いには間に合わなかったけれど、大赦側も、開発を進めていた勇者システムをアップデートする目星がついたわ。適性の問題上、援軍は用意できないけど、乃木さん、鷲尾さん、二人の勇者の力を引き上げる事が可能になる。武器も少し変わってサポートが付くのよ。分かりやすく言えば、神樹様と貴方達の距離をより近づけて、更に神様に近い力を得る、という所かしら」
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「なんだか、凄いですね〜」

「凄いと思うわ。だからこそ、替えがきかない分、増員を手配できないのが歯がゆいけど」

「ありがとうございます、それならば」

「うん、私達でも、なんとかなるね〜」

「………」

「先生、どうされたんですか〜」

「先生はね、はじめ、勇者は小学六年生がこなすには荷が重すぎるお役目だと思ってたの」

二人の顔を見て、教師は言葉を続ける。

「……だけど怖い思いを沢山して、悲しい事もあったのに、貴方達は、大変なお役目としっかりと向き合っている……」

担任教師が二人の事を、ぐっ、と抱きしめた。

「貴方達二人は、まさしく勇者だわ。偉い！」

「……あはは、先生にこんなに褒められたなんて、はじめてかも〜……」

「先生……」

「でもね先生〜。一番偉いのはね、ミノさんなんだよ。たった一人で、三体追い返したんだよ……」

園子が、主のいなくなった机を、震えながら指さす。

「だから……ミノさんの事、忘れないであげて……強かったから……凄かったから……私達二人じゃなくて、三人、勇者なんだから…」

ぽろぽろと、園子の目から涙が溢れていく。

「……ごめんね乃木さん、訂正する。三人とも勇者よ」

「……銀」




　須美も、肩をふるわせて泣いていた。

真夏の太陽のような笑顔が思い浮かぶ。

失ってみて、どれほど自分が彼女を好きだったかを気付く。

「……銀……銀」

求めるように泣く。

返事は無い。

何度泣いても、まだ足りない──。


（５話完）



























　須美と園子は大赦の施設内でトレーニングを行っていた。

基礎的な鍛練から槍の素振りまで、一通りを終えた園子が、ぜいぜいと呼吸を乱している。

「はぁっ、はぁっ、はぁ……」

「そのっち。水分とった方がいいわよ」

須美が、冷えたドリンクを園子の首筋にぴったりとあてる。

「あひゃん、冷たい〜！」

「ふふ、面白い声出た」

「ありがと、わっしー……ごくごく、ぷは、ん〜この一杯のために生きているぅ！」

夏に相応しい弾ける笑顔を見せる園子。

「今のは結構銀に似てたわ、中年のおじさんっぽく言うのがコツよ」

「なるほど。まだ修行が足りないね〜」

銀の事で泣き続けた須美と園子は、やがて涙を流すのをやめた。

銀の魂は神樹様に抱かれて、須美達の活躍を見守ってくれている。

そう先生が教えてくれた。

なにより、まぶたを閉じれば心の中にいる銀といつでも逢える、それに気がついたから。

二人の少女は、哀しい気持ちを押し込めて、日常へと戻っていた。

「……夏だね、わっし〜。もう八月だよ」

「今日はどれぐらい暑くなるのかしらね」

二人は空を見上げる。

でかでかと自己主張する入道雲。

無限に広がっている青の色。

「夏、だねぇ……」

園子が改めて口にした。

「蟬も絶好調だわ。全方位から聞こえるもの」

「知ってる？　地面に倒れている蟬さんが、まだ元気かどうか判別する方法」

「……あまり虫は得意じゃないから」

「足を開いている蟬さんはまだ元気で〜」

「そもそも虫が苦手な人は地面に倒れている蟬をしっかり見ようとは、しないと思うの」

「あはは、確かにそうかも〜」

「鍛練を再開しましょうか。いよいよ支給される私達の新しい力を使いこなせるように」

「うん。勇者システムが最新版になった時に私達自身がしっかりしてないと、意味ないもんね〜」

お役目と全力で向き合う、少女たち。

夏休みだから、どこか遊びに行こうという、小学六年生なら当たり前の思考も、今の須美達には無かった。

せいぜい休憩時間に夏トークをして、少しでも季節感を味わう程度である。

「でもでも、新しい勇者システムって、どんな外見になるんだろう〜。旧世紀の武者みたいなやつだったりして〜」

「！　そうなったら私はちょっと嬉しいけど」

「嬉しいんだ〜!?　なんで顔赤いの〜」

「でも性能と違って外見はそれほど今の勇者システムと大きく変わらないって先生が」

「お〜。そうだっけ」

「後は武器が少し変わってサポートが付くとも、言ってたわ……サポートって何かしら」

須美達の新しい力。

今それは実戦投入に向けて、最終調整の段階に入っているという。

須美達は即座にそれを使いこなせるように、体作りをしていた。

彼女たちが通う小学校・神樹館も丁度夏休みで、鍛練にさく時間はたっぷりあった。

不幸中の幸いとも言うべきか、銀の葬式以降バーテックスは攻めてきていない。




「あぁ、サポートというのは精霊のことよ」

職員室で、担任教師は教え子の質問に、さらりと答えてくれた。

「せ、せいれい……ですか〜」

園子があたふたしはじめた。

「も、もしかしてそれって、うらめしやって言う……うわわ〜」

「それは幽霊よ。落ち着いてそのっち」

「あれクール。わっしー幽霊平気なの〜？」

「ええ。冷房代わりによく読んだり聞いたりするわ、怪談」

「かっこいいなぁ〜勇者だよ」

「私から見れば虫が平気なそのっちの方が、かっこいいわ、勇者よ」

「で、精霊なんだけど……これがどういうものか口で説明するのは難しいかな、新型の勇者システムが支給された時のお楽しみね」

「ハードルあげますねぇ、先生〜」

「分かりました。可能な限りで答えて頂き、ありがとうございます」

「それより二人には特別なお役目があるの」

改まった担任教師の口調。

須美は、自然と直立不動の姿勢をとった。

「貴方達二人は、今晩、お祭りに行って楽しんでくる事を命じます」

「え……？」

予想外の言葉に、思わず声が出る須美。

「知ってるでしょ？　お祭りなのよ今日は」

「でも私達は勇者としてお役目を……」

担任教師は、須美の言葉をさえぎった。

そして、目をじっと見つめる。

「三ノ輪さんの事があったから、常に鍛練して有事に備えているのは分かるし心強いんだけど……いいのよ？たまには休んだって……むしろ適度に休んだ方が何かあった時に、いっぱい力を出せると思う」

「先生、私は」

「そういうわけで命令よ。行ってきなさい、お祭り。大赦の許可も出ているわ。というか祭りが行われる神社がそもそも大赦と同義だもの。こう考えれば気が楽でしょう？　お祭りには出なくちゃ。ね？」

これぐらい強引に言わなければ頑固な須美が了承しないことを、担任教師は知っていた。

「……分かりました」

「先生、ありがとうございます〜」

「楽しんでくるのよ」




　夕日を浴びながら、園子と須美は神社への道を歩いていた。

瀬戸の潮風が、心地よく吹いてくる。

「……いいのかしら、お祭りで遊んで」

「そんな事を言いながら、わっしーってば、ばっちり浴衣着てきてるしさ〜」

「これは親に着させられたのよ」

「……とかいいつつ、実は自分でも嬉しかったりするわ」

須美は素直に自分の心境を認めた。

「うんうん、似合うよわっしー、お人形さんみたいだよ、くるくる回ってみて〜？」

「こ、こうかしら」




　くるりくるり。

「わぁ〜ノリノリだ〜シャッターチャンス」

園子がわたわたと携帯端末を取り出す。

「こらこら撮影は禁止よ恥ずかしい」

「えぇ〜。待ち受けにしようと思ったのに」

「恥ずかしいからやめて！」

「今もわっしーが待ち受けだよほら、うどん食べている時のやつ」

「ちょっと、やめて本当恥ずかしいから」

「私の携帯だもん、私の自由だよ〜」

「もう……じゃあ私はそのっちを待ち受けにするわよ。浴衣、似合ってるからさぞや絵になるでしょうね？　フフ」
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須美がにやりと笑う。

「わぁ〜私でいいの〜？」

園子はにこりと笑い返した。

「そこは恥ずかしがらないの……!?」

赤く染まった世界で、少女達は無邪気にはしゃぎあっていた。




　神社の境内は出店で埋め尽くされて、大勢の人で賑わっている。

「この光景、この熱気、お祭りに来たって感じがするよね〜、守れて良かった、この世界」

楽しそうな親子連れを見て、園子はうんうんと頷いていた。

「あ、増渕さんに野島くんがいるわ」

「あっちには椿さんがいるよ〜」

「この分だと級友達も全員集合しているわね」

「なんたってお祭りだもん。私達もやっぱり来て良かったよ〜」

「でも知ってるわっしー？　旧世紀ってお祭り、これほど賑やかじゃ無かったんだって。クラスの皆が全員来ている、なんて事は無かったみたいよ〜」

須美の目がキラリと光る。

「もちろん知ってるわ。何度でも言うけれど私は……旧世紀の事は詳しいわよ」

「おぉ、さすが〜」

「昔は神樹様がおられなかったから、感謝して祈りを捧げたり、祀るといった事自体が、国民一人一人に定着していなかったのよね」

「……」

「ど、どうしたのそのっち」

「ううん、わっしーの語っている顔見るの、最近クセになってきたなーって」

「そういう事を言われて、私はどういう反応をすればいいいのよ、もう」

須美が少し顔を赤らめる。

「……あれ、そのっち？」

ふと周囲を見回すと、園子は人の波にさらわれて、前方に運ばれていた。

わずか一瞬、目を離した隙にこれだ。

「うーあ〜」

「もう何をしているんだか……戦闘の時の鋭さはこういう時、どこに行っているのかしら」

須美は、園子の手をぎゅっと摑まえた。

「手、離さない方がいいわね」

「うん、あやうく迷子になるところだったよ」

「迷子になったら、放送を流してもらうわ。迷子の勇者、乃木園子さん、お友達が待っていますって」

くすくすと須美が笑う。

「うわぁ、絶対迷わないようにする〜」

園子は、須美の手を強く握り返した。




　ぶら下がっている提灯が放つ淡い光。

そして、耳心地の良い祭り囃子。

文字通りのお祭りムードに、須美と園子は、重いお役目を任された勇者から、普通の子供へと戻っていた。

射的の屋台では。

「あの、オオアリクイのぬいぐるみが欲しいのね、そのっちは」

「アルマジロだよわっしー」

「とにかく分かったわ、任せて」

「うん、でも……その銃、なかなか命中しなくて。さっき店主のおじさんに当たっちゃって〜」

「おじさんは景品ではないわよ。撃てる弾は２発か…」

１発目は、狙ったぬいぐるみとは違った所に飛んでいった。

「確かに少し着弾点がずれている感じがする。あらかじめここを撃てば……」

２発目。

見事に弾丸はぬいぐるみに命中した。

「おぉー。さすが弓兵。射撃うまいね〜」

「とれて良かったわ……」

綿菓子の屋台では。

「あぁぁ。この味、美味しい〜」

園子が綿菓子に見事にはまっていた。

はじめ、一つの綿菓子を二人でシェアしていたが、園子の目線がちらちらと屋台へ向かう。

「……欲しければ、おかわり買っていいんじゃないかしら。命令は楽しんでこいだしね」

「！　だよね〜我慢は体に毒だよね〜」

「すいません〜綿菓子もう１つ下さい、あ、そのお花の形をしているのがいいです〜」

園子の笑顔を、須美が見守っていた。

カラーひよこの屋台では。

ぴーよぴよぴよぴよ。

「こ、この可愛さは凶悪だよわっしー」

瞳をハートマークにして、園子がひよこ達を見つめている。

「ジャスミンが一番可愛いね〜」

「もう既に名前つけてるみたいだけど、生き物を飼うときは覚悟が必要よ」

「うん。でも一緒にいたいな〜ほら〜」

園子が自分の頭に、ひょいとひよこを乗せた。

「ちょっ、何しているのそのっち、すごいゆるさよ！」

思わず端末で激写する須美。

「えへへ、こうやって私の頭の上でずっと過ごしてもらいたいなって」

「そのっち。それ、ニワトリになるのよ？」

「はぅあ！　そうだった〜!!　ずっとこうじゃないんだ〜！」

「可愛すぎて前後不覚になってたのね……」

金魚すくいの屋台では。

「金魚……いいわね、風情があって」

（わっしーが珍しく欲しがってる！　カラーひよこに反応しなくて、金魚に反応する渋さがなんか、わっしーらしいなぁ）

「挑戦してみようよ、わっしー！」

「でも、お役目があった時、私は生き物を世話できないから……」

「金魚なら簡単だと思うよ。餌やりぐらい、親に頼めばいいよ」

「……そうね、ありがとう」

「じゃあ、ちょっとだけ」

須美が、金魚すくいを試してみると……。

べり。

すぐに紙が破けてしまった。

「あぁ……意外と力加減が難しいわね」

「わっしーが欲しいのはこれ？　結構でっかいの狙うんだね……はい!!」

園子が優雅な手つきで、狙っていた金魚をすうっと、すくいあげた。

相変わらず惚れ惚れするぐらいの器用さだ。

「私からわっしーにプレゼント」

「ありがとう、そのっち」

金魚がはいったビニール袋を受け取る。

「私もぬいぐるみとってもらったからね〜。おあいこ、おあいこ」

「でも本当に器用ね。あそこらへんの屋台もそのっちなら楽勝じゃないかしら？」

スーパーボールすくいや、水ヨーヨー釣りの屋台を指さす。

「じゃあ見ててね。私の活躍を〜！」

園子が見事に屋台の記録を打ち立てていた。




　ヒュルルルル、という音が聞こえる。

「あっ」

その声と同時に、どぉんという大きな衝撃が神社に響いた。

二人が顔を見あわせる。

「花火、はじまっちゃった〜」

「いけない屋台に夢中になりすぎていたわ」

「どうするそのっち？　落ち着く場所へ移動して花火を見る？　それともここで……」

「綺麗〜…」

園子は既に、夜空を彩る大輪の花に夢中だった。

「……ここでいいわね」

須美も空を見上げる。




　次々と天に打ち上げられては、消えていく花火。

夜空が様々な色に染まっていく。

「花火師さん達の、職人芸しかと見届けましょう」

「おぉ〜ひたすら連発きた〜お腹に響く〜」

「でも良かったね、お役目無さそうで〜」

「今回もまた空気を読まずに来たら、ただじゃおかなかったわ」

「あはは、それは言えてる〜」

楽しい時間は今回、邪魔されることなく。

花火は存分に夏の夜空を彩っていた。




「…あぁ花火終わっちゃった〜」

「おもしろうてやがてかなしき鵜舟かな…」

「お、松尾さん家の芭蕉さんだねわっしー。花火終わると寂しいよね〜」

「まぁ来年また見ればいいだけの話よね」

自分に言い聞かせるように、須美が言う。

「！　うん、そのためにも頑張ろうね〜」

「そうね……帰ったら早速鍛練しましょう」

「いっぱいリフレッシュできたもんね〜」

園子が戦利品の水ヨーヨーをばしばしと叩く。

「とりあえず荷物を置いてから集合しましょうか……」

手持ちの金魚を見て、須美は苦笑いした。




　祭りが終われば、夏も終わりに近づく。

須美と園子にとっては、ひたすら鍛練に費やした季節だった。

二人でみっちりと鍛える夏。

それはそれで充実していた。

大人達が、須美達の真面目さに感心した程である。

今、その夏の仕上げが行われようとしていた。

「これから暫く、合宿になりますので、金魚の世話をお願いします」

須美が、両親に丁寧におじぎをする。

「須美……まだ他人行儀ねェ、こういう時はさ、お母さん金魚の世話よろしくねーでいいの、それが親子というものでしょ」

「……うん、ありがとう」

「大事なお役目だ。頑張りなさい、須美」

「はい！　鷲尾の家名にかけて」




「これからはより二人の呼吸をあわせるために共同生活……だって〜よろしくねあなた」

合宿先の部屋で、園子がにこりと笑う。

「夫婦じゃないんだから」

「えへへ、でも私……生活スキルなんてないから、わっしーに甘えちゃうかも」

「大丈夫よそのっち、貴方は私が鍛えると、決めているのだから、色々と教えるわ」

「な、なんだか使命感に燃えている〜？」

担任教師から聞くところによると、新しい勇者システムの支給は９月に決定したらしい。

デリケートかつ高度な調節がいるアップデートなので、少し時間がかかっているとか。

戦死者が出たために、かっちりと強化を施しているのだろうと須美は判断していた。




　夜は、ふたつ布団を並べて就寝となる。

須美は部屋の電気を消した。

昼間、鍛練をみっちりとしたおかげで、すぐにでも眠ることが出来そうだ。

だが、相方の園子はハイテンションだった。

「お楽しみの就寝タイムだねわっしー！」

「って、このまま寝るだけでしょう？」

「せっかくの自由時間なんだから、お喋りしようよ〜、かつてのコイバナの続きとか」

「……あれから、私達がいつ恋をする暇があったのかと……」

「……あはは確かにそうだよね〜。まぁでも時間があったとしても……結果は変わらなかったような……」

「ごほん、それは言わないお約束よ」

「何か面白い話ない？　わっしー？」

「面白い……話……ね。ある山奥に、五助という猟師がいたの」

「念のために聞くけど怪談じゃないよね？」

「違うわ」

「ほっ」

「ある晩、五助が山の中で火をおこしていると、いつのまにか隣に若い女がいたのよ」

「え。これ怪談じゃないんだよね〜？」

「違うわ」

「ほっ」

「若い女は口を大きく開いてこういったのよ。狩りをしていなさるのかー？　その鉄砲、弾は何発撃てるんだー？」

「ウソだよ、これ絶対怪談だよ〜！」

「戦闘もあるから面白く聞ける怪談よ」

「やめて〜！」

園子は布団をかぶって丸まってしまった。

「……ふふ、おやすみ、そのっち」

これでゆっくり寝られると、須美は目を閉じた。

園子とは今じゃなくて、いつでも話せるのだから。

すぐに眠気がおそってくる。

少しずつ、須美は眠りについていった。




「……わっしー」

まどろんでいた須美の耳に、消え入りそうな園子の声が届いた。

「ねぇ……わっしー……」

「……？　どうしたのそのっち」




「……わっしーが怖い話したから眠れない」

「えぇ？　そのっちって小学校低学年？」

「もうすぐ中学生だよ〜」

「それでいいの？」

「いいの〜」

「そっちのお布団で一緒に寝てもいい〜？」

「まったくもう、勇者が怪談にひるんでどうするの」

「じゃあもし部屋に大きな虫でても、私、外に逃がさないよ〜？」

「うっ……どうぞ。なんだか弱みを握られた気分だわ」

「えへへ、お邪魔しま〜す」

もぞもぞと布団に潜り込んでくる園子。

幸い、風は涼しいのでさほど暑くは無い。

「親以外で、誰かと同じ布団で寝るなんて、初めて〜」

「私だってそうよ」

「でも全然リラックスできるなぁ。わっしーの布団は自宅のような安心感だ〜。これは大きな発見だね」

どうやら園子はテンションが上がってしまったらしい。

「わっしー。手はあったかいのに足先が少し冷たいよ〜」

「だからってくっつくと暑いわよ」

「あれ、わっしーってここにホクロあるんだなんだか可愛いねぇ〜」

「あぁもう、モゾモゾしないの」

寝るどころか、わっしー、わっしーと話しかけてくる。

義理堅い須美はきちんと全部に受け答えしていた。

「こっちも目が醒めちゃったわ。こうなったらとことん付き合うわよ、そのっち」

「Ｚｚｚ…Ｚｚｚｚ〜〜」

「……ちょっとこら」





[image: ]






呆れてほっぺをつねろうとした須美だったがあまりに寝顔が無防備で憎めなかったので、無罪放免とした。

園子の寝顔を眺めながら、ふと今後の事に、思いを巡らせる。

（それにしても、まだ攻めてこないなんて、バーテックスは何をしているのかしら……。まぁ悪い方向に考えても仕方ないのだけど、その間に新システムの調整が出来るし）

須美は目を閉じた。

リロリロリ……という虫の音。

静かな夜。

夏が、終わる。

涼しい夜風をうけ、須美はそれを実感した。

（来年、またそのっちと花火を見るんだ……）




　─同時刻。

須美の家には大赦からの使いが来ていた。

使いからの言葉を聞き、須美の両親は涙を流した。

それは乃木の家でも、同様に起こっていた。

この両親たちの涙の真なる意味を、須美も園子も、今はまだ知らない。

神世紀２９８年。暦は、決戦の秋へ。


（６話完）



























　少女達は、滝にうたれて身を清めていた。

神樹のすぐ近くを流れる神聖な滝には、大赦の中でも重要な役職の者でしか入れない。

「ひゃあぁ！　冷たい冷たい〜」

「そのっち、落ち着いて」

「え、なになに〜？　水の音で聞こえない」

「神樹様にお会いできるのだから、精神を研ぎ澄ませるのよ、そのっち」

「うん。まだ暑い時期で良かったね〜。冬に滝にうたれるのだけは、勘弁だよ〜」

「私は構わないけどね、毎日朝に冷水を浴びているから」

「うわぁ、大人びてると思ったけど、それはもう修行僧の領域だよ、わっしー」

「そのっちも是非、毎朝やろう。心身が引き締まるわ」

「ま、前向きに検討を重ねておくよ〜」

神世紀２９８年、秋。

須美と園子が使う勇者システムが、強力かつ新しいものにアップグレードしたため、二人は勇者として、神樹に〝御挨拶〟をすることになった。

鷲尾家と乃木家は大赦の中でも格式が高く、有事の際には神樹との接触が特別に許されている。




　須美と園子が、神樹と向かい合う。

樹海化した時には巨大になっていた神樹だが平常時は、あそこまで大きいものではない。

「……」

少女達は、神樹がまとっている荘厳な雰囲気に圧倒されていた。

木ゆえに、何か言葉を発するわけでもない。

ただそこに在るだけで、思わず膝をつくほどの存在感だった。

新世紀の今では、神樹が全ての恵みである。

神樹がいるから、その根が全土に行き届いているから、壁に囲まれた世界でも、作物は実りをもたらし、魚は海を泳ぎ回っていられる。

この世界は、神樹ぬきには成り立たない。

だからこそ、人は今を神世紀と名付けたのだ。

（人類を世界中に蔓延する死のウィルスから守るために、いくつもの土着の神様があわさって、それで神樹様になって……四国を壁で覆い、結界を張って……）

西暦の終わりと新世紀の始まり。

須美は教わった神樹誕生の神話を思い出していた。

マイペースな園子も、この時ばかりはガチガチに緊張している。

二人は巫女の許しを得て、神樹に触れてみた。

神樹に触れるまで近づくのは勇者達にとって今回が初めてだった。

「神樹様って、少し温かいんだねわっしー」

園子は神樹に触れて落ち着きを取り戻していた。畏れはあるが、ぬくもりを感じられる。

「……」

須美は眉間に皺を寄せて神樹に触れていた。

「……どうしたのわっしー？　大丈夫？」

相棒の異変に気がつき、園子が声をかける。

「……何か私の頭の中に、流れ込んでくるような……う、く……これは何なの……？」

「え……？　流れ込むって……？　まさか、神樹様とお話できてるの!?」

「分からな……い……」

須美の脳裏には無限に拡がる空が見えた。

その時、須美の意識は、すうっと遠くなっていった。




　目が覚める。

「……ここは？　私の家？」

「あっ、わっしー目が覚めた！　良かった」

「そのっち」

「体の具合はどう〜？　気分とか」

「ん……」

立ち上がり、ぐっ、と体を動かしてみる。

何も異常はないようだ。

「大丈夫ね。お腹が空いてるぐらい」

「ふぅ〜よかったぁ〜。心配で心配で、隣に付き添って寝てたんだよ〜」

「寝てたのね……全然いいけど」

「あのね。わっしーは神樹様に触れていたら気絶しちゃったんだよ」

「えぇ……頭に何かが流れ込んできて……。星が数個ふってくるような、そんなイメージが……そしたらクラッとしてきて」

「星？　お空の星？」

須美が頷く。

「それは、神託ね鷲尾さん」

部屋の襖が開くと、担任の教師が立っていた。

「先生、わざわざ家まで来て頂いたんですか。ご心配をおかけして……」

「鷲尾さんは、勇者になるだけじゃなくて、神樹様のお告げが聞ける〝神樹様の巫女〟の資質も極めて高いということね」

「私が、巫女……」

「うわぁ、わっしーすごすぎ！　この総合力の高さ、旧世紀の明智光秀超えてるよ〜」

「……誰だか知ってるの？」

「えへへ、ただなんとなく〜」

「ごほん。鷲尾の直系ならともかく、これは本当に凄いわ、でも」

「でも？」

「内容が大変な事を示しているわ。鷲尾さんは天から星が降ってきたイメージを見たのね？　しかも降ってくる星は一つではなく、いくつも……！」

「は、はい」

普段は見せない、担任教師の緊迫した様子に、須美はぞくりとした。

「星はどういう風に落ちていった？　遠くとか、近くとか」

「凄い目の前まで来るような、怖い感じで」

「それはね、近日中に敵の襲来があることを暗示している、緊急メッセージよ」

「!!」

「元々、今は敵が来るとお告げがあった期間内ではあるけど……最近は全然来ないと思っていたら、まとめて来るというわけね」

須美と園子が顔を見あわせる。

「他にも見たイメージを話して頂戴。組み合わせる事で、おおまかな時期や数を知ることも出来るの。例えば落ちてきた星の数は、敵の数を示すと言われているわ」




　須美の証言をもとに、導き出された結論は、バーテックス数体が近日中に襲来する、というものだった。

銀の犠牲が出た、複数の敵が一度に攻めてくるパターンだった。

「決戦ってことなんだね〜」

「怖くはない……新しい勇者システムの訓練も、重ねているもの。武器も火力のあるものに変更されたわけだし」

須美が自分に言い聞かせるように呟く。

「私は槍のままだけど、わっしーは大変だね武器の変更〜」

「ずっといじっているせいで、〝シロガネ〟の扱い方は、体に思いきり染みついたわ、大丈夫」

シロガネとは銀と書き、須美が新しい武器につけた名前である。

友の名の武器を持つことで、勇気が漲みなぎる。

だから、その名前をかりた。

「で、決めた〜？　決戦までの過ごし方」

新しい神託を受けた大赦のはからいで、次の敵の襲来まで、勇者たちは自由に過ごしていいと言われていた。

「私は、いつも通りに過ごしたいと思う、学校にいって、皆と話して、勉強して、そのっちと遊んで」

「それ私も思った〜」

「だって、敵を退けたらまた同じ生活を続けていくんだもの」

「うん、変に生活リズム崩したくないよね〜」

敵が複数来ようとも、須美達は迎撃できる自信があった。

新しい勇者システムは三ノ輪銀の犠牲を受けて、極力、勇者を死なせないように配慮されていた。

大きな違いは、神樹の分身ともいわれる〝精霊〟の存在。

勇者一人につき、精霊が一体ついて、敵の致命的な攻撃から勇者の身を守ってくれる。

さらに、勇者としての力をふるっていくと、力が溜まっていき〝満開〟という力を手にいれる事ができるという。

満開時の攻撃力は、まさに神の一撃といえるものにまで昇華されているとか。

この満開を繰り返すことで、勇者としてのレベルは上がっていく、と須美と園子は聞かされていた。

精霊という防御力と満開という火力。

基礎能力の向上だけではなく、新しい勇者システムにはこれだけの機能が搭載されていた。

そして、そんな機能を使いこなせるように、毎日鍛練で過ごしてきた日々。

それが須美達の自信につながっていた。

「毎日毎日、しっかり鍛練しているし大丈夫」

「うん。満開使って敵をやっつけちゃおう〜」

パワーアップしても、不安は当然ある。

しかし、勇者は一人ではない。

隣にはパートナーがいるし心の中に銀もいる。

須美と園子は、穏やかに、決戦前の身の振り方を、いつも通りに過ごすと決めた。

そうと決まれば、いつも通りに話すのみ。

「ところでわっしー、わっしーの部屋って漫画とか全然置いてないよね」

「置いてあったよ？」

「旧世紀の戦記物ばかりだよ〜あれじゃ教科書みたいだよ〜」

二人の会話は日常のものに変化していった。




　朝五時。

須美は起床すると裏庭の井戸へ水浴びに行く。

「そのっち……水浴びやってるかしら。絶対やってないわね……寝てるわ」

友達の事をふと考えると、朝も早くから愉快な気持ちになってきた。

身を清めた後は、縁日で手に入れた金魚に餌をやって、徒歩で数十分の神社へ。

境内にいる猫たちは、相変わらず元気だった。

「次郎丸、三郎丸。私、頑張るから」

須美が勝手につけた名前で猫に呼びかける。

それでも猫は、にゃあ、と返事をしてくれた。

鷲尾家に帰宅してからは、朝食の準備をする。

「須美は、もう朝御飯作らなくていいのよ？」

「駄目よ、またトーストに代わったら私の元気が出ないもの。朝はご飯。昼うどん、おやつは牡丹餅、夜ご飯。これが私の理想なの」

「ちゃんと須美が好きなのを出すって。なんなら、大赦が料亭の料理長を派遣してくれるってさ」

「またすごい好待遇だね」

「それだけのお役目を須美はやっているの」

「でも、お役目があるのは私達だけじゃないから……皆、色々なお役目があって、今の平和な状態がなりたっているなら、私達だけ、そこまで特別視されるというのも」

「……特別なのよ、神樹様に選ばれた勇者だもの。誇っていいのよ」

「……」

「あぁ、ごめんね悩ませちゃって。この話はこれで終わり。須美、私お肉多めによろしく」

「だめよ、お母さんには特に野菜をいれとく」

「なんで！　朝はガツガツ行きたいじゃない」

「バランス良く食べないとね、お母さん」

鷲尾という格式高い家にも関わらず、フランクな態度で接してくれる母と、厳格な父の組み合わせが、須美は好きだった。

二人合わせて丁度良いバランスというのが、いかにも夫婦なのだ。

「……それにしても、食材が全て高そうなものに変わってる気がする。こんな大きなしじみとか、初めてみたわ」
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「大赦からよ。頑張ってる須美にって」

「また大赦……いいのかしら」

「いいのよ」

母に頭を撫でられた。




「っていうことが朝あったのよ。そのっちの家はどう？食材届いていた？」

「どっさり届いてたね〜。なんかこれから着物とかも届くみたいだよ〜？」

「特別扱いね……」

神樹館、六年一組。

須美は隣の園子と談笑していた。

席替えがあっても、次の席でも隣同士だった。

園子がひいたクジを見て、隣がいいなと思っていたら、見事にそこを引き当てた。

神樹様の導きかも知れない。

授業中、園子がうつらうつらと船を漕いでいた。

厳しい担任教師は、怒ると生徒を数分、窓際に立たせる。

神世紀ではこういう教育も度を過ぎなければ認められている。

須美は、さりげなく園子の体を揺すって、起こした。

（危ない危ない、わっしー、ありがとう）

（まったくこんな所までいつもと同じなんだから、そのっちは。いい、リーダーなんだから、もう少しだけ気をつけないと……）

「鷲尾さん、何をぼそぼそと喋っているのですか」

「はっ、す、すみません」

「次やったら立っててもらいます」

「はい……」

（どんまい、わっしー）

（……）

（あわわ、目が怖い〜）

給食の時間になった。

須美と園子は、給食当番ではなかったので普通に並ぶ。

黒糖パンにジャージャー[image: ]、ひじきのかき揚げ、ミニトマトにオレンジジュースが配膳されていく。

「あら？」

須美が違和感を覚えた。

美味しいと評判のおかずである、ひじきのかき揚げが明らかに一つ多かったのだ。

配ってくれたクラスの男子を見ると、彼は、ビッと親指を立てた。

〝詳しい事は分からないけど、頑張れ〟

そう言っているのが、伝わった。

心ばかりの応援ということらしい。

昔の須美なら、返していたかもしれない。

今の彼女は、ありがたく頂く事を選択した。

昼休みは、クラスメート達と、黒板に絵を描いて遊んだ。

「乃木さんの描く絵って……なんというか、シュールレアリズムというか……」

「えへへ、そうかな〜」

遠足で工芸品を作った時も、園子のセンスは常人では真似できないと称賛されていた。

「下手なわけじゃないのが分かるんだよね、でもちょっち突拍子もない……うーん、乃木さんは、神樹館のピカソね」

「範囲せまいけど嬉しいよ〜」

「鷲尾さんはリアルに普通にうまいけど、描いてる船、これ何？」

「翔鶴型航空母艦の二番艦、瑞鶴よ」

「え、ええと……よくわからないけど、でもうまいね、ほんとリアル」

「とにかく正確に書きたいのよね」

「わっしーは肉体を描く。私は魂を描くんだよ〜」

園子はなんだかそれっぽい事を言ってクラスメイト達を感心させていた。




　放課後、二人はショッピングモール・イネスに来ていた。

二人にとって日常の象徴といえばここだった。

イネスマスター・銀に色々と案内されてから須美も園子も、内部の構造にすっかり詳しくなっている。

四階のゲームコーナーで１回五十円で長く遊べるゲームの筐きょう体たいも、三階の公民館で座ってくつろげる場所も、全て銀に教えてもらった。

「わっしー今、何分？」

「十五時二〇分だから、後一〇分ね」

一階のフードコートには、十五時三十分過ぎに行くのが通なのだ。
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その時間になればバイトのシフトが代わり、おまけしてくれるおばさんが店番になる。

ただし、土日はその限りではない。

お金の節約というより、作戦通りに動いている感じが、二人には楽しかった。




　ふと園子の足が百円ショップの前で止まる。

「あれ、おもちゃコーナー見て〜新しい商品が入っているよ〜」

「本当だわ」

「パーティーグッズが充実しているね〜」

〝ご自由にお手にとってお試しください〟と書いてある。

「秋だから、かぼちゃ祭りに向けて、こういう系の商品を充実させているのかも」

「かぼちゃ祭りじゃなくて、ハロウィンっていいなよ〜。あっ、このシルクハット、わっしーに似合ってる。どうかな、この中に鳩をいれる芸を覚えてみるとか」

「そのっちは、このキラキラしたのつけて踊るといいわよ」

〝ご自由にお手にとってお試しください〟というお言葉に甘えて、二人は商品をお互いにくっつけて遊んでいた。




　フードコートは、家族連れや学生達など、沢山の人で賑わっていた。

「うーん。しょうゆ味のジェラートは、やっぱり私の中では、ぴったりとはこないわね」

「あはは、ミノさん文句言ってるよ〜」

「そのっち、バニラ味少し頂戴」

「わぁっ！　わっしーにとられた〜！」

「ふふ……」

他人のジェラートをぱくっと食べることに、須美はとっくに免疫が出来ていた。

「我ながら、たくましくなったものね」

一人でうんうん、と頷く須美。

「感傷にひたっている間に頂きます〜」

園子は、してやったりと須美からしょうゆ味ジェラートを奪っていた。




「うわ〜夕日が綺麗〜」

「今日は来ないのかしらね、バーテックス」

「分からないよ〜。お風呂入ってる時とかに来るかも」

「それはきついわ」

須美と園子は、一日の最後に、海沿いの公園に来ていた。

旧世紀、瀬戸大橋の完成を記念して出来たこの公園は、瀬戸内海と大橋を一望できるポイントとして、観光客から高い人気を得ている。

地元の人間としては見慣れたモノだが、今の園子達にとっては、心に沁みる光景だった。

「ねぇ。わっしー」

「どうしたのそのっち、いきなり改まって」

「ありがとう〜。私、二人に会えて、凄く楽しい。これからも、宜しくね」

「……そのっち」

須美は、ひと呼吸おいて、ゆっくりと息を吸い込んだ。

「……お礼を言うのは……私の方よ」

須美から出てきた言葉も、園子と同じ、友への感謝だった。

初めての敵襲をふくめて、いろんな事を一緒に乗り越えてきた。

とても自分だけでは耐えきれなかっただろう。

「こちらこそ、これからも宜しくねそのっち」

「うん……」

二人の間に爽やかな海風が吹いている。

その海風が、ぴたりと止んだ。

「……！　これは」

「……来たね〜止まってるよ。時計」

時間の停止。

敵の襲来である。

今から四国は、神樹の力で樹海と化す。

「にしても今回は、バーテックスも空気を読んでくれたわね。一日を満喫できた」

「おかげでコンディションばっちり〜」

黄昏の空が、樹海へとかわっていく。

複数の敵が来ることが、判明していた。

それでも、立ち向かえる勇気が、心に溢れている。

「わっしー援護よろしくね」

「任せておいて」

「できれば、背中は任せたってやつやりたいけどね〜」

「私も、そのっちには隣にいて欲しいけど」

武器の性質上、どうしても二人は離れて戦う事になる。

「じゃあ、わっしーこれ持ってて」

園子は自らのリボンをほどいて須美に渡した。

「ありがとう。心強いわ」

須美はぎゅっと友のリボンを握りしめた。

「髪につけてくれてもいいんだよ〜」

「戦いが終わったらつけてみるわ。似合ってたら、褒めてね、そのっち」

「うん！」

攻めるは人類の〝天〟敵バーテックス。

守るのは〝土〟着の神に選ばれた勇者二名。

神世紀２９８年。

後に語り継がれることになる、

〝瀬戸大橋跡地の合戦〟がはじまる。


（７話完）



























　人類の天敵バーテックスの攻撃がはじまる。

四国は今、神樹の力で樹海と化した。

卵型の精霊が、端末から須美の前に飛び出る。

「これが、私の精霊……勇者を支援するもの」

「まるまるしてて可愛いよね〜わっしーの精霊は。私のは〜」

園子が端末を操作する。

「はい出ましたー。カラスです〜」

「そのっち。ちゃんと鴉天狗って言ってあげて……鴉か鴉天狗かでは大きな違いがあるわ」

「あ、そっか〜。頑張ろうね鴉天狗さん〜」

マイペースな園子の様子を見て、自分の緊張が和らいだことに須美は気付いた。

（そのっち……私の大事な友達。絶対、守り抜いてみせる）

「よ〜し、それじゃお着替えいくよ〜」

「了解！　そのっち」

須美と園子は、樹海化した世界の中で勇者の姿へと己を変えた。

同時に、須美の新しい武器が発現する。

それは西暦の時代からスナイパーライフルと呼ばれているものだった。

弓以上の火力を求めた結果、辿り着いたのが銃器である。

須美は、それを聞かされてからは銃器の訓練を徹底的に行い、撃ち方を体に染みつかせるレベルにまで昇華させていた。

使用される弾丸も勇者用の特別なものだ。

「かっこいいよね〜シロガネ」

亡き友の名前がついた武器を、園子が頼もしげに見つめる。

「安心して戦ってね。そのっちに近づく敵は私が撃ち抜くから」

「うん！　スナイパーわっしーかっこいい」

二人は、目前にある大橋へ跳んだ。




「バーテックスは三体……」

橋の一番上で狙撃体勢をとる須美が、敵を捕捉していた。

もっとも、バージョンアップした勇者システムは敵味方の位置を表示するレーダーがついている。

これで隠れている敵も発見できるのだ。

細長いニョロニョロとした、うなぎのような牡羊座のバーテックス。

その巨体を大きく上回る、山のような獅子座のバーテックス。

獅子座のバーテックスは、遠距離スコープを持たない園子からでもはっきりと見えるほどに、存在感を放っていた。

しかし、山のような獅子座のバーテックスはでんと構えたまま移動をしてこない。

壁ぎりぎりの所で、静止している。

最後の一体は魚座型のバーテックス。

姿は見えないが海の中にいるようで、壁付近を凄い速度で泳ぎ回っている。

油断している所で一気に近づいてくる気かも知れない。

須美は気を引き締めた。

（それにしても、バーテックスの名前が星座に由来しているとは）

お告げでは、バーテックスのイメージは星とされていた。

ウィルスの土地で産まれた生物に、何故星のイメージなのか、矛盾がある気がする。

しかし大赦は戦い方は教えてくれても、深い話となると、明確な答えが返ってこない。

何か秘密があるのかもしれない。

（とにかく今は、敵の撃退を）

須美は、雑念を捨てて狙撃に集中した。




　牡羊座のみが、ニョロニョロと気持ち悪い動きで、大橋を真っ直ぐ突進してきている。

園子が、慣れた手つきで槍を構えた。

彼女の武器はアップデート前から変わっていない。

（そのっちが構えた、援護を開始する）

いくらスナイパーライフルでも、壁ぎりぎりにいる獅子座のバーテックスを撃つには遠すぎる。





[image: ]






まず近づいてくるバーテックスを狙撃する。

須美の狙撃が、牡羊座の脳天と思わしき場所を正確に貫いた。

その衝撃に牡羊座がひるみ、突進が止まる。

（この威力、一撃で相手を足止めできた……やはり格段にパワーアップしている！）

園子の槍撃が、倒れている牡羊座を襲う。

その槍捌きで、関節部分と思わしきパーツを正確無比に狙い、バラバラに切り離した。

「わぁ、凄い斬れ味になっているよ〜」

園子も自身の破壊力向上に驚いていた。

バラバラにした牡羊座の巨体が、ぶるぶると妖しく蠢きはじめた。
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「再生？　えっ、違う！　これって〜」

それぞれ斬られた部分から、体が生えてきている。

牡羊座の能力は、増殖だった。

六つに分断したので、一気に敵が六体増えた事になる。

「治るし増えるしずるいな〜も〜！」

園子は槍を振り回して、分裂した敵の攻撃を防いだ。

「くっ……そんな特質まで備え持つとは！」

須美も狙撃して、敵を弾き飛ばしていく。

増殖したうちの一体が、園子に強烈なタックルを仕掛けてきた。

バーテックス得意の、被弾覚悟の強引な突撃である。

園子の精霊が出現し、攻撃を防ぐ。

衝撃で園子は弾かれたが、精霊の活躍で、ダメージは全く無かった。

「わぁ〜これが精霊のバリア……凄いよ〜。なんともないよ？」

その性能を見て、須美も驚いていた。

同時に勇者システムが量産できない理由が良く分かった。

あれだけの強力な支援能力そうは作れない。

とはいえ、スタミナは消費していくうえに、いつ精霊バリアを突き破る相手の攻撃が来るか分からない。

無敵ではないのだ。

慢心は一切できない。

牡羊座が一斉に園子に襲いかかる。

「もう強引にきたって、通じないよ〜！」

須美は狙撃し、園子は斬った。

だが、相手は斬られるたびに増殖していく。

須美の精霊、青坊主が端末を須美に見せる。

その画面にはレーダーが表示されていた。

レーダー表示を見ると、牡羊座を示すマーカーはひとつだけだった。

「なるほど。あくまで司令塔となるべき本体はひとつで、後は増殖したパーツに過ぎないと……ありがとう」

同時に園子も敵と戦いつつその事実に気付いていた。

観察しながら戦闘していると、明らかに一体司令塔となる個体が存在している事が、敵の動きから分かった。

しかし、その本命は増殖体にしっかりと守られており、なかなか切り込めない。

もどかしいと思った刹那、須美の弾が増殖体の隙間を縫うようにして、司令塔を鮮やかに撃ち抜いてた。

「さすがわっし〜。言う前から分かっててくれた〜」

園子は援護を頼もしく思い、槍をふるった。

からくりが看破された牡羊座のバーテックスは、並び立つ火力の前に、押されるように壁まで後退していく。

「よぉ〜し。まず一体、押し返したね〜」

牡羊座の分裂体を相手にしている間に、須美の体に刻まれた花弁の刻印は最高値まで溜まっていた。

勇者として力を振るっていくと、この花弁の刻印……いわば〝満開ゲージ〟が溜まっていくのである。

最高値まで溜まれば、強化＆レベルアップの満開が発動可能となる。

園子のゲージも、最高値まで後少しだった。

（これで満開できるのね。勇者の切り札）

今のところ、何もかもが順調だった。

敵の残りは二体。

須美がそう思うと同時に、獅子座の巨体がついに前進をはじめる。

牡羊座との戦いで、こちらの動きを観察していたかのようなタイミングだった。

獅子座の動きは少し妙で、大橋を進むのではなく、大橋に沿うように海の部分を進んで来ている。

さらに、海中の魚座も大橋の園子めがけて、真っ直ぐに突っ込んでくる事がレーダーで確認された。

園子は、意識を海に向けている。

地鳴りとともに、海中から魚座が姿を現す。

空に飛び跳ねてきた巨体に、須美の狙撃が命中した。

園子も、飛び上がって魚座を攻撃する。

須美の狙撃に体勢を崩している敵を斬り裂くのは、容易な事だった。

魚座は切り身にされて、水中へと落下した。

勇者の意識が魚座に集中しているその隙に。

獅子座から、極太のレーザー砲が放たれた。

「!?」

その攻撃は、須美には当たらなかった。

狙いはその奥で大きく輝く、神樹本体。

「なっ……!?」

須美は獅子座の狙いが分かって愕然とした。

しかし、そのレーザーは神樹に辿り着く前に霧散した。

いくらなんでも距離が遠すぎたのだ。

ならば距離を詰めるのみと、獅子座がさらなる前進を開始する。

今の一撃は、試射でもあったのだろう。

間合いを調整された次の砲撃は、おそらく神樹を破壊できるだけのモノが来る。

あの大火力は絶対に止めなければいけない。

「ここで使う！　満開!!」

須美は、その力を解き放った。

瀬戸大橋に花が咲き誇る。

「わぁ、巨大戦艦わっしーだ！」

極太の砲座を束ねた須美の満開は、火力の上昇に特化していた。

戦艦に例えられただけあり、浮力もある。

須美は獅子座に空から近づき、砲撃の雨を降らせた。

「凄い〜……これが満開」

山をえぐるような砲撃の数々。

獅子座はたまらず、その巨体を崩し、海の中へ轟音をあげて消えていった。

須美が、橋にいる園子の元に着地する。

「二体とも海に沈めたわけだけど……」

「大人しく帰ってくれるのかな〜」

レーダーを眺める。

二つの敵の位置に変化は無かった。

再生を終えてまた来るのだろう。

須美の満開が解除される。

花吹雪を散らして、満開前の姿に戻った。

「長時間は満開していられないようね」

「でも凄かった〜！　後でサイン頂戴」

「そのっちも満開使えば…!?」

須美が、がくりと膝をついた。

「ど、どうしたの、わっしー？」

「……？　足が、足が、動かない」

「え、どうして〜？　敵にやられたの？」

「！　バーテックスが動いてる！」

再生を終えた獅子座と魚座が、再び動きはじめた。

獅子座が海中から姿を現し、前進を開始している。

「じゃあ今度は私が満開するよ〜。わっしーは援護お願い」

「ええ、今の状態でも銃なら撃てるから」

海から襲ってくる魚座を園子が切り付ける。

「溜まった！　満開〜!!」
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再び、大輪の花が瀬戸大橋に咲いた。

「あ〜。槍がなんだか強そうになってる！」

園子の槍の穂先にある刃の数が、明らかに増えていた。

「お〜。しかも見て、刃を一つ一つ器用に操れるよ〜」

砲台と化した須美とは対照的に、精密な動きが出来る園子らしい満開だった。

「よ〜し、あの大きいのを追い払う！」

「援護するわ」

園子の踊るような斬撃と、須美の狙撃と。

獅子座は強力なビームを放つ間もなく、刻まれていく。

そうしているうちに、須美の満開ゲージがまた溜まっていた。

（片方が満開している間に、もう片方がゲージを溜める。そして常にどちらかが満開しておけば、安定して優位に立てる！）

須美は、早くも満開の使い方を把握していた。

獅子座のバーテックスは見るからに強大だ。

だが、このやり方でいけば必ず勝てる。

園子の斬撃で、獅子座は再び海に沈んだ。

「これ海の中に追いかけちゃおうか〜？」

「いえ、海中には魚座がいるわ……名前の通りおそらく水の中は強いはず、危険よ」

敵はきちんと連携してくる。

獅子座が海から来た理由も、海中に誘いこむのが狙いかもしれない。

油断すれば、精霊がいようとどうなるか分からない。

園子の満開が解除された。

「よ〜し、今度こそ諦めたかな？」

「でもレーダーを見るに二体とも動いてないわね、しぶとい……」

「えーと、レーダー……あれ……？」

園子がごしごしと片目をこする。

「どうしたの？」

「目が……片っぽの目が見えない〜」

「え？」

須美はどきりとした。

自分の足も、全然動けないままだった。

「もしかして、敵の攻撃……？　やられる事で呪詛を送り込むとか」

「神樹様の力を持ってる私達にそんなの効くかな……精霊だって守ってくれているのに〜」

「じゃあ、どうして……」

須美が、神樹の方を振り返る。

神樹は相も変わらず神々しく輝いていた。

（敵の攻撃じゃないということは〜…）

再度、魚座と獅子座が動き出す。

勇者達の消耗を狙いつつ、追ってきたら海で戦うつもりなのだろう。

「私は獅子座を！　満開!!」

「あっ！　わっしー！」

既に花は咲き誇った後だった。

「どうしたの？」

「ううん、私は魚座でゲージ溜めてるね〜」

たとえ足が動かなくても、満開してしまえば武器の性能で浮くことが出来る。

須美は、再度獅子座への攻撃を開始した。

「今度は、中途半端に倒さない。全部倒す！」

獅子座から牽制程度の光線が放たれる。

「弱い！」

火力対火力。

須美からの砲撃が敵の攻撃をかき消した。

満開していれば、負けはしない。

「神樹様に砲撃させる事無く、倒す！　おおおぉおおお！！！！！」

須美は裂れっ帛ぱくの気合いをこめて、獅子座に集中砲火を浴びせた。

再度、その巨体が傾いてくる。

「ここで攻撃の手は緩めない！　海に沈む前に消し飛ばす!!」

この獅子座はバーテックス達の総大将ともいえる存在だ。

明らかに別格の威圧感を持ち、牡羊座と魚座にも指示を出しているように見える。

この敵を倒してしまえば、戦いは終わる。

須美はそう確信していた。

力を振り絞り、砲撃を連撃していく。

威容を誇っていた獅子座の体は粉々になりつつあった。

「あと一息……なのにっ……」

須美の満開に限界が来た。

花びらが散華していく。

「もう一撃……あと一撃……！」

須美が獅子座にさらに近づく。

その時、須美は獅子座の中に燃えるような太陽を見た。

「あれが、体の中心……急所なんだ……!!」

須美が最後の一撃を加えようとした刹那。

その太陽が妖しく輝いて須美を攻撃した。

「……っ!?」

急所部分が攻撃してくるという奇襲にあい、須美は弾き飛ばされてしまった。

獅子座の体が、ぼちゃぼちゃと海に落下していった。

「わっしー!!」

園子が橋に横たわる須美に駈け寄る。

衝撃で気絶こそしているが、精霊がしっかり守っているので、須美は無事だった。

園子は胸をなで下ろした。

その時、大地が揺れた。

「地震……？　違う、これは〜……！」

魚座が、海中から大橋を壊しにかかっているのだ。

人以外は襲わないバーテックスが、人を襲うために、まず建造物を攻撃してくる。

はじめてのケースだった。

「瀬戸大橋が……崩れる!?」

園子は、須美を抱えて陸地に跳躍した。

そして地面におろす。

ここで園子は須美を起こす事をしなかった。

いざという時に頭が働く彼女は、看破してしまったのだ。

満開と、その後に来る代償を。

勇者システムのおぞましい部分を。

ならば、もう気絶している須美を起こす必要はない。

満開するのは自分だけでいい。

持久戦を狙う獅子座と魚座は、再び身を起こした。

ただ、獅子座に前ほどの威圧感はない。

「わっしーが、獅子座を痛めつけてくれたおかげで、私一人でもなんとかなるよ〜」

園子は、どこか誇り高い気持ちだった。

高らかに叫ぶ。

「満開!!」

大輪の花が再び咲き誇る。

友達を、皆を守る。

無限の力が湧いてくる。

「勇者は根性、だよね〜ミノさん！」

園子は異形に真っ正面から向かっていった。




　その日、四国を大きな自然災害が襲った。

死亡者二名、負傷者十二名。

樹海が傷ついた災いが、現実世界に降りかかったのだ。

犠牲者は、大赦に勤めていた夫婦。

民間人を避難させたが、自分達は逃げ遅れて死んでしまった。

またこの災害で、瀬戸大橋が無惨に破壊されたと民間には報道された。

須美の担任が、現場についた時は、二人の少女が搬送されていた。

園子は完全に気を失っている。

「勇者・乃木が何回満開したかは不明ですがこの度合いから見るに、十回以上は……。もう歩くことも出来ないと思われます」

「その甲斐あって、敵は退いたのだ。丁重にお運びしろ」

園子が、大赦の人間達に運ばれていく。

担任の教師は複雑な気持ちで見送っていた。

その時である。

「うぅ……あ」

「鷲尾さん!?」

鷲尾須美が、目を覚ました。

「気がついたのね。聞こえる、見える？　鷲尾さん？」

「………」

「……どうしたの？」

「………私は……あれ、あれ!?」

「鷲尾さん？」




　しばらくして。

大赦の内部で続けられていた話し合いで、一つの結論が導き出されていた。

神託で、痛撃をうけたバーテックス達が暫くは攻めてこない事は分かっている。

しかし一年後か二年後か、あの異形の者達は神樹を狙って再度必ず襲って来るだろう。

それまでに対策を講じねばならない。

今度は撃退だけではなく、しっかりと撃滅させる方法を。

人間はこういう時、飛躍的に進化する。

大赦は須美達の膨大な戦闘記録から、バーテックス撃滅の可能性を導き出していた。

須美が剝き出しにした獅子座の心臓部分。

大赦はそこを〝御魂〟と名付けた。

バーテックスは、その御魂を中心に構成されている事が判明したのだ。

ならば何かしらの方法で、その御魂を引きずり出して砕いてしまえばいい。

そうすれば再生される事無く倒す事が出来る。

アップデートで精霊と満開がついた勇者システムの有用性は今回の戦いで、これでもかと証明できた。

後は、その御魂を攻撃する機能をつけた細かいチューンナップである。

また大きな課題として勇者の数が足りない。

しかし大赦の関係者には、もう勇者の適合者が見当たらない。

となれば、次なる戦いに備えて今度は四国全土の少女達の中から、勇者になる者を神樹に選ばせるしかない。

むろん極秘裏に、である。

バーテックスの存在を明かせば世間はパニックになってしまう。

神樹の庇護の元、人が安らかに暮らすために残酷な真実を知る必要は無いと大赦は判断していた。

四国全体で少女達の身体検査を行い、勇者に選ばれる確率の高い適合者を割り出しておく。

その者達は、大赦から派遣された人間を接触させておき、有事の際は支援させる。

そうしていざバーテックスが来た時に白羽の矢が立った者は、勇者になって、バーテックスと戦ってもらわねばならない。

今回の須美達と違う点は、特殊な訓練をしなくても強力な精霊のバリアがあるので、普通の少女でも、いきなり戦えるということ。

難点は、そのバリアなどがあまりに強力なために勇者システムの量産は不可能ということ。

候補生を何十名と選び出しても、実際に戦ってもらうのは五人程度だろう。




　かくして、四国全土で行われた身体検査で、多くの勇者適正値を持つ者達が検出された。

大赦の中で、話し合いは続いていく。

方針として主に以下の事が決まっていた。

全国で、一番勇者適正値が高い少女の所に、鷲尾須美を移動させて配置しておくこと。

おそらくは、そこが白羽の矢が立つ本命となるのだから。

また、その地域に送る大赦の使者としては勇者適正値が高い犬吠埼の娘などが相応しいと判断された。

彼女ならば支援しつつ、彼女自身も勇者にもなれる可能性がある。

さらに大赦は、三ノ輪銀が所持していた端末の再利用を行っていた。

既に神樹に選ばれた者の端末は、性質が近しい適合者が持てば、そのまま引き続き使えるからだ。

この勇者はバーテックスが再出現する日まで鍛練を繰り返し、再出現が確認され次第最終調整を施し、強力な援軍として、またお目付役として、戦地に派遣されることになっている。

最後に、戦っていた二人の勇者について。

満開と散華を繰り返した乃木園子は、日常生活を送る事が困難となったので、切り札として大赦が直々に管理する事が決まった。

鷲尾須美については、神樹に捧げられたのは両足の機能と、数年間の記憶の二つだけ。

彼女はまだまだ日常生活が可能とされ、バーテックス出現時に、再度戦線に投入される事になる。

鷲尾の頃の記憶が無くなっているので、事故で数年の記憶を無くしたということにしておき、彼女は旧姓旧名に戻された。

今までは大赦の内部での話だったので、勇者に選ばれるのに、家柄・格式の高さも重視されていたが、規模が四国全土に広まれば、もうそんな事は問題では無くなったからだ。

無理に格式の高い家の養女となって体裁を整えなくても、元の家で問題無い。

本人にしても、事故による記憶喪失という事で納得がいくだろう。

大赦は期待していた。

元・鷲尾須美が再び勇者になれば、記憶は飛んでいるにせよ、戦い方は、体に染みついているだろう。

精霊の数も、三体に増えている。

満開した勇者は散華し、体が不自由になっていくが、その分、補佐する精霊や武器は増えていく。

その圧倒的な力は必ず新しい勇者達の力になるはずだ。

かくして神世紀２９８年、秋。

一連のバーテックス襲撃事件は、勇者三名の命を振り絞った活躍により、一旦幕を閉じる事になった。

超常の力を体に宿した勇者の戦いは、これからも続いていく。

代償として、己の身体を供物として神に捧げ続けながら。

選ばれた勇者の親は事情を聞いて涙を流す。

娘が神樹に白羽の矢を立てられたのは、この神世紀においては、とても名誉な事だと受け入れなければいけないから。

こうまでしなければ、神樹はバーテックスに破壊され、人が滅んでしまうから。




　神世紀２９９年、春。

鷲尾須美と呼ばれていた少女は、車椅子の生活を送っていた。

今日から、この新しい住所での暮らしがはじまる。

記憶喪失と、足の不自由。

彼女の心は、不安と哀しみで張り裂けそうだった。

不意に、脳天気な声が聞こえた。

隣の家の娘だった。

「新しいお隣さんだ！」

人なつっこい笑顔で、彼女は話しかけてくる。

「同じ年の女の子が引っ越してくるって聞いてたから、楽しみにしてたんだ！」

少女が、手をさしのべてくる。

「年が同じなら　同じ中学になるよね。私は結ゆう城き友ゆう奈な、宜しくね」

そう言って、少女は微笑んだ。

「そうだっ。この辺よく分からないでしょ？　なんだったら案内するよ！　任せて!!」

その笑顔が暖かくて、こちらも表情が緩んでしまう。

「貴方のお名前は？」

かつて鷲尾須美と呼ばれていた少女は、生来の名前を口にした。

「私は……東とう郷ごう美み森もり」


（８話完）
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「それで、こんな感じか〜！」

銀が、須美をがっしりとお姫様抱っこする。

「あぁ。そう〜いいよ〜アイデアが泉のように湧いてくるよ〜」

園子が、こくこくと頷いている。

「じゃあもういいか園子？」

「だめだめ、もうちょっと〜」

「いつまでもこの体勢は恥ずかしいのだけどそのっち」

抱かれている須美がぼそりと呟く。

「こっちは疲れちゃうさ、いくら勇者で鍛えている銀様とあっても、長時間の抱っこは」

「ごほん。ま、まぁ私がそんなに重くないのが救いかしらね？」

「どうでっしゃろ？　でかーい果物を身につけてる分、重いような？」

「果物って、またそういうネタを……」

「はいはい〜、二人とも夢を撃ち砕くようなやりとりをしないで〜ロマンチックな二人でいてね〜」

園子に注意される銀と須美。

「どうしてこうなったんだっけ」

「銀の一言が発端でしょうまったく」




　バーテックス戦に向けて日々鍛え続けている勇者達とはいえ、時々は休養日が存在する。

今回、その休みを使って須美と銀は、園子の家に再度遊びに来ていた。

そこで須美と銀は、衝撃的な事実を知らされるのである。

「えっ、そのっち、自分で書いている小説をインターネットにアップしていたの？」

「えへへ、実はそうなの〜自信作だけね〜」

「勇気あるなぁ……と思ったら勇者だもんなそりゃあ勇気もあるか」

変な所で感心する銀。

「私の小説がのっているのは、このサイトなんだけど〜ほら、この覽が私〜」

「どーれどれ……えっ、えぇっ、この閲覧者数、凄くないか!?　どんだけの人数が園子の小説読んでるんだよ」

銀が自分の目をこする。

「しかもレビューの評価高っ。五つ星だ」

「ていうか今、人気の小説ランキング一位じゃないの」

「まぁ一位って言っても、このサイト内限定だけどね〜」

「そもそもこのサイト自体に沢山人が来ているし……リーダーやるじゃん！　文豪だ！」

「この前、そのっち、小説を書いてみたいと言ってたけど、まさか既に結果を出しているとは……」

「でも困った事があるんだ〜相談したいの」

「よし頼れ！　銀様がついているぞ」

「それは何かしらそのっち？」

園子に相談を持ちかけらて、二人は身を乗り出した。

「うん〜皆、私の小説を楽しんでくれているのは、凄く凄く嬉しいんだけど、見ている人が多くなってきて、点数も高くなってきて〜」

「良い事ずくめじゃん」

「それがそうでもないの〜、なんだか書くのが少しプレッシャーになってきて〜」

「おいおい、いつの間にか売れっ子の苦悩を味わってるぞ」

「本当に侮れないわ、そのっち……なんとかしてあげたいけど、難しい問題ね」

「文章なんか書けないけど……それでもアタシ達に出来る事があれば何でもするよ園子」

「本当？　本当に、何でもしてくれる〜？」

園子の食いつきに、銀は嫌な予感がした。

「あ、いや、やっぱやめようかな……」

「じゃあねじゃあね〜」

既に園子は聞いてなかった。




　そして現在のお姫様抱っこにいたる。

「元から、二人を登場人物のモチーフにしていたから、二人が想像していたポーズをしてくれると、創作意欲がぐんぐん上がるんだ〜」

「手助けできるのは嬉しいけれど……」

「で、次はどうすんだよ園子、アタシが須美にキスでもすればいいのか？」

「なっ。なにを言ってるの、接吻なんて！」

「じょ、冗談だよ、照れるな！　こっちまで恥ずかしくなるだろ！」

「冗談だろ〜、こっちまで恥ずかしくなる〜と……と、いや〜いい台詞をもらったよ〜」

「そのまま書くな！　金とるぞ!!」

二人の献身で、園子のスランプは回復した。

そして、引き続きこの小説は人気を博していく事になる。




　ある日、三人が下校しようとしていると。

園子の下駄箱に、とある変化が生じていた。

一通の手紙が入っていたのである。

「あれ、なんだかお手紙が入っていた〜」

「！　もしかして決闘状か、バーテックスからだったりして、なーんてな」

血気盛んな銀は、決闘状と勘違いした。

「これって、もしかして、不幸の手紙というものではないしら、西暦の時代に一時期流行したという、五人に同じものを送らないと、不幸が降りかかるという呪われた……」

怪談好きな須美は不幸な手紙と勘違いした。

「えーとなんだろ〜」

他人がいる前で手紙を開ける大胆さは、いかにも園子的な行動だ。

園子が手紙を広げて文面を読み上げる。

「……最近、気がつけば貴方を見ています」

「やっぱり決闘か！　場所はどこだ」

「呪いよ！　清めの塩が必要かも」

盛り上がる二人を放置して、園子が手紙の内容を読み上げ続ける。

「……貴方と、仲良くなりたいと思います」

「なにイ!?」

ここで銀が異変に気がついた。

「ただ呪うよりも恐ろしい文章ね」

須美はまだ呪いの手紙と勘違いしている。

「お役目で大変だとは思いますが、だからこそ支えになりたいと思います〜だって」

「……も、ももももしや、これってアレじゃないか須美」

「……ええ、なんだか呪いでは無さそうね」

「お前まだ気付かないのかよ、アレだよ、はじめにラがつくやつだよ」

「羅漢像？」

「違う！　これは、ラブなレターだ！」

「あぁ、そう……らッ!?　ラブブブ!?」

「ようやく気付いたか、そして落ち着け須美」
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「わぁ、私ラブレターもらったんだ〜」

「作戦会議!!」

銀の一言で、三人はいつもの、イネスのフードコートに移動していた。

「それで、どうするんだ園子」

「どうしたもこうしたも、どういう人が出しているんだか分からないし〜」

「というかなんでそんなに冷静なの、恋文をもらったのよそのっち」

「アタシら経験ないよな、須美」

「ええ、手紙はもらった事あるけど、鷲尾さんは口うるさいとか、鷲尾さんはすぐ怒るとか、悪口が書かれていたわ」

「あはは！　って今は園子だな」

「まずは返事を書くのかしら？」

「な、なんかもらってる私より二人の方が、元気だね〜とりあえず会ってみるよ〜」

「あ、会う!?　ダイターンだな！」

「やるわねそのっち……なんだか口癖ねこれ」

「だってこれ、女の子だよ？　字とか見ればすぐ分かるよ〜」

「エッ」

「女の子ですって……」

言われて見れば、封筒も文字も、女の子らしさが滲み出ていた。

ラブレターという言葉に舞い上がって、二人とも気付かなかったのだ。

「なんだそうだったのか、びっくりした」

「女の子相手か……銀は人気ありそうね」

「お前もわりと憧れの的だと思うね須美」

「でも実際に恋文をもらったのは園子か」

「魅力があるものね、そのっちには」

「例え男の子だとしても、付き合うとかは、ないかな〜私の支えはミノさんとわっしーがいるしね」

「そのっち……健気な事を言ってくれるわ」

「涙ぐむところじゃないと思うが……」

結局、お役目で忙しいのは周知の事実ではあるが、三人に浮わついた話は無かった。







「……なんて事もあったなぁ〜」




　神世紀三百年。

園子は、病室で三ノ輪銀と、鷲尾須美との思い出を振り返っていた。

たった今、その須美といっぱい会話をしたばかりなのだ。

ついつい、昔を偲んでしまう。




　瀬戸大橋跡地で、獅子座や魚座のバーテックス相手に満開を繰り返した園子は、敵は撃退したものの、代償で様々な機能を神樹に捧げてしまい、寝たきりになった。

口は動くので、日記を新規で記述してもらったり、付け足してもらったりして、日々を過ごしている。

日記は検閲されてしまうだろうが、元から小説を書くのが好きだった園子としては、それで少し気が紛れるのだった。

ある日、園子は、鷲尾須美が名前を戻して、活動している事を知る。

須美と会いたかった園子だが、大赦はどうしても会わせてくれなかった。

だから園子は、自力で、須美をこちらへ引き寄せた。

そして満開の後遺症を彼女に伝え、先程は世界の真実……壁の外の出来事を伝えた。

西暦を終わらせたのは、ウィルスではなく、人類粛清のために天の神が送り込んだバーテックスであることを。

四国以外の世界は完全に死の大地となっており、バーテックスはそこで無限に湧いて出てくることを。

バーテックスを追い払うのは戦闘というよりもむしろ、儀式に近い。

人身御供に選ばれ少女達が、化け物を追い払うという儀式。

それで、少なくとも神樹の結界内にある世界は平和を保っているのだと。

自分達の時代では、なにも真実を教えてもらえずに、あまりに多くのものを失ったのだ。

例え残酷な真実であろうと、きちんと伝えるべきだと園子は思い、実行した。

それを知った須美が、最終的にどういう行動にでるかは分からない。

案の定、大赦の人間達が血相をかえて乗り込んできた。

「園子様。現勇者の犬吠埼風が暴走しています……さらにお気付きかと思いますが、東郷美森の動向も怪しいものがあり……そのお力を貸して頂きたく」

大赦の人間達が、園子に跪く。

園子に端末が戻された。

二十一体の精霊を所持する園子が勇者に変身した時の戦闘力は、東郷美森が三体であのパワーと考えれば、推して知るべしである。

「これで変身して、犬吠埼風さんの暴走を、止めればいいんだよね〜？」

「宜しくお願いします、園子様」

自らが人身御供と知れば、勇者達が大赦に牙を剝いてくる可能性がある。

園子の現在のお役目は、勇者が暴走した時、大赦を守る事である。

だが、園子は。

「なりゆきを見守ろうかな〜」

勇者に変身する事を拒んだ。

「園子様。ここでもし勇者が暴走すれば、大赦の危機ひいては神樹様の……世界の危機に」

「そうだね〜大ピンチだね〜」

「もし世界が滅亡したら、三ノ輪様は、何のために体を張って落命されたのですか」

これが、大赦の園子に対する強制力だった。

普通に考えれば、いくら世界を守るためとはいえ、自分を騙して利用していた大人達の言い分など、聞く必要はないのである。

しかしここで銀の名前を出されると辛い。

園子が命令違反を犯せば、銀の死が無駄になると、遠回しに脅してくるのである。

園子は、答えた。

「もし全員死んじゃったら、ごめんねって、向こうでいっぱいミノさんに謝るよ〜」

「え？」

予想外の回答に、大赦の人間が間抜けな声をあげる。

「今は、生きているわっしーの気持ちを優先してあげたいんだ〜」

「そ、園子様……」

「全部を知った勇者達が何を為そうとするか……勇者の皆に、やりたいようにやらせてあげたくて……気持ちは分かるなんてもんじゃないからね〜」

「それでは最悪、世界が……」

「じゃあ……何。勇者になって、わっしーやその友達と戦えって……？」

園子は真顔で言い放った。

「ふざけないでよ」

それは、おっとりと優しかった彼女が明確に怒りを発露した瞬間だった。

「園子様!!」

「園子様！！！！」

少女達に真実を隠していたツケだった。

大赦の人間達が、園子に頼み込む。

しかし園子は、決して変身しなかった。

穏やかな表情に戻り、いつものように、空を眺めて雲の形を観察していた。




「……って私は連中に言ってやったの〜」

「さすがね」

いつものやりとりを、二人は繰り広げた。


番外編・完
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──この『鷲尾須美は勇者である』、そして『結城友奈は勇者である』のすべてを発表し終えた、今のお気持ちはいかがですか？

　制作に関わっていただいた方々のご協力のおかげで、２つの作品を幅広く展開出来ましたし、やれるだけのことはすべてやり尽くした、と思っております！　あとは作品を見ていただいたみなさんが、『鷲尾須美』単体で、あるいは『結城友奈』とのつながりを見て、どう評価してくださるのかを見届けたいです。〝人事を尽くして天命を待つ〟。今の気持ちは、まさにこの言葉通りですね。お互いの作品は単独で楽しめる作りにしていますが、『鷲尾須美』を読んでくださった方は『結城友奈』の世界観がより深く楽しめますし、逆に『鷲尾須美』を知らなくて『結城友奈』だけ見ている方も、純粋に楽しめるようにしているつもりです。そういった評価が実際にみなさんから聞けたなら、この上なくうれしいですね。
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──最初に『鷲尾須美』の企画が立ち上がった経緯は、どういったものだったのでしょうか？

　まず、『結城友奈』のアニメプロジェクトが先に立ち上がりまして、その際に電撃G'sマガジンさんにこの作品のお話をさせていただきました。電撃G'sマガジンさんには、『真剣で私に恋しなさい！』など、私自身みなとそふとのタイトルでお世話になっていたご縁があり「なにかいっしょに企画をやりたいですね」と以前から声をかけていただいていたんです。そこで『結城友奈』の世界観を受けた物語でありながら、作品間での連動ができるものを連載したいというお話になり、『鷲尾須美』の執筆が決まったんです。




──先に『結城友奈』の物語、世界観があってからの本作の執筆だったんですね。

　そうですね。『鷲尾須美』単独でも楽しめるけれど、『結城友奈』を観ていくとしだいに作品同士の関わりが見えてくる形にしたらおもしろいよね、と企画当初から決めていました。
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──２作品の連動をしながらの執筆となりましたが、気をつけた点を教えてください。

　２作品の物語を同時に考えながら進行していたので、片方が先行してお互いのネタバレをし合わないように、カレンダーを見ながら公開タイミングには細心の注意を払いました。あと、最大のポイントである〝鷲尾須美＝東郷美森〟という事実を、いかに気づかれないようにするかには、特に留意しました。とはいえ、まったく気づかれないのでは意味がありませんので、しっかりと２人につながりを残していったんです。美森の髪型に須美の名残を残したことと、美森が乃木園子のリボンで髪を結んでいることは、そのつながりの一部ですね。園子はリボンを後頭部の見えづらい部分につけていたんですが、これがまあ意外とすぐにバレちゃいまして、予想よりも早く同一人物説が出回ってましたね（笑）。でも、こうやって私が推理パートとしていろいろ考えていたことを、みなさんに読み解いていただけたことは、すごくうれしかったです。





[image: ]






──執筆された中で、特に印象深いシーンはどこですか？

　これはもう、第４話で三ノ輪銀が死んじゃうシーンですね。正直、今でも罪悪感に時々さいなまれます。とはいえ、銀があそこで落命するということは『結城友奈』の世界観に対しても深く印象を残す出来事ですし、『鷲尾須美』の世界観においても、ここから勇者システムのアップデートが行われるうえで必須のことでした。ですが当の３人にしてみれば、なんにも悪いことはしていませんし、私的にも残酷な死はイヤだったので、〝勇者〟らしい根性を見せるシーンにしたかったんです。その結果、小６にして仁王立ちという最期になりました。かなり男らしい形になりましたが、これは仲間のために命をかけて戦う気概に、性別や年齢は関係ないんじゃないか、という私の気持ちの表れでもあります。ちなみに、第５話が回想シーンから始まったのは、第４話のラストで銀の死をぼかしたからという理由もありましたが、なによりもうちょっと銀のことを書いてあげたい、という私自身の未練が大きかったからなんです。
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──３人の勇者たちは、それぞれどのような想いを込めてメイキングされたのでしょうか？

　まず須美は、とにかくマジメな子にしました。主人公ということもあり精神的に成長してほしかったので、あえて堅苦しい感じにしています。『結城友奈』時代と微妙に性格が違うといわれることもありますが、あれは転校して友奈と出会ってから、１年以上彼女にどっぷりほだされたことでより丸くなった結果なんですよ（笑）。軍事モノ好きという部分も、須美のころにも少し描写しています。戦艦を精巧に描いているシーンがそれですね。園子は努力型の須美に対して、天才型の子にしました。その素養については、須美よりも上に位置づけています。というのも、園子に須美がコンプレックスを持ちながらも、素養の違いを認めて支えていく、という成長の形を見せたかったからなんです。園子は天然だけど、いざという時には頼りになる子ですね。『結城友奈』では第８話の重要な場面で登場するということもあり、底の知れないところも持つキーキャラクターとして、メイキングには非常に気を使いました。最後に銀ですが、堅物な須美とぽや〜んとした園子、この２人のツッコミ役になれて、なおかつぐいぐいと引っ張っていける強気な子にしました。そこに家庭的なところなどをギャップとして味つけしていき、今の江戸っ子的なキャラクターに落ち着きました。
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──銀といえば、第８話で彼女の持っていたスマートフォンが『結城友奈』の三好夏凜へと受け継がれている描写があって驚きました。

　銀と夏凜には、実際に血縁的なつながりはまったくありませんが、勇者適正値やその性質が近かったため、端末が夏凜に受け継がれています。このノベルを読んでからアニメをもう一度見ると、アニメの第４話で、夏凜が自分の端末を特別製だといった理由が分かっていただけると思います。




──３人のデザインをＢＵＮＢＵＮさんに依頼される際、どのように伝えられたのでしょうか？

　素晴らしい技量を持っていらっしゃる方ですので、須美は菊、園子はバラ、銀は牡丹という、それぞれのイメージとなる花の種類と、ざっくりした外見のイメージをお伝えして、細かい部分についてはＢＵＮＢＵＮさんにお任せしました。その結果、こちらの想像をはるかに越えた素晴らしいデザインで応えてくださり、本当に感謝しています。変身後のイメージカラーなどもすべてＢＵＮＢＵＮさんのデザインそのままです。
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──では最後になりますが、イラストノベルを読んでくださった方へメッセージをお願いします。

　神樹様に体の一部を供物として捧げながら戦う、という世界観的にはかなり暗めのお話でしたが、そんな中でも健気に根性でがんばる須美たちを書けたのではないかなと思っています。また、彼女たちが仲間を想い、お互いのためにがんばる姿は『結城友奈』の根底にあるテーマと共通しています。この作品で〝勇者〟という存在がどんなものなのかを自分らしく書いたつもりですので、読んでいるみなさんにもそれが伝われば幸いです。最後まで読んでいただき、ありがとうございました！
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